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板
本
『
一
す
ん
ほ
う
し
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○
　
物
語
中
に
絵
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は、
物
語
を
文
字
の
み
で
な
く、
絵
を
あ
わ
せ
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
視
覚
的
に
と
ら
え、
そ
の
視
覚
に
よ
る
連
続
性
理
解
に
も
助
け
ら
れ
て
物
語
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
な
る
。
絵
は
視
覚
に
訴
え
る
の
で
直
接
的
で
あ
り
具
体
的
で
あ
る
。
絵
が
描
か
れ
て
い
な
い
文
字
の
み
の
物
語
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
文
意
の
み
に
よ
っ
て
内
容
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
思
考
力
が
要
求
さ
れ
る
。
高
度
な
思
考
力
は
豊
か
な
想
像
力
を
生
み
だ
す
の
で、
一
見
直
接
的
で
具
体
的
な
絵
が
描
蛾
て
い
。
。
と
は、
逆
に
罎
力
・
規
定
す
る
場
A
．
も
あ
・
得
る
．
し
か
し
ふ
尋
よ
・
女
・
好
む
物
語
は
絵
を
と
も
な
っ
て
い
を
考
・
継
女
・
物
語
の
鑑
賞
能
力
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
な
物
語
は
手
書
き
で
あ
り、
あ
る
い
は
転
写
さ
れ
て
、
巻
子
本
形
式
の
絵
巻
や
冊
子
本
形
式
の
絵
本
が
作
ら
れ
て
い
た
。
時
代
は
さ
が
っ
て
室
町
時
代
に
な
る
と
、
奈
良
絵
本
と
称
せ
ら
れ
る
絵
巻
や
冊
ヱ
丁
本
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
そ
れ
ら
が
や
が
て
板
行
さ
れ
流
布
す
る
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
初
め
・
か
け
て
作
ら
れ
翡
語
華
慧
ら
註一
言
鏤
上
垢
鑒
と
さ
れ
て
い
・
が
…
中
・
ら
書
襞
二
＋
三
篇
霪
ん
で・
江
戸
時
代
の
中
期
ご
ろ
ま
で
の
間
に
、
御
伽
文
庫
ま
た
は
御
伽
草
子
と
名
付
け
て
板
行
し
た
毳
が
あ
る・
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文
正
さ
う
し
（
三
冊
）
　
鉢
か
づ
き
（
三
冊
）
　
小
町
草
紙
（
二
冊
）
　
御
曹
子
島
渡
（
二
冊
）
　
唐
糸
さ
う
し
（
二
冊
）
　
木
幡
狐
（
二
冊
）
　
七
草
草
紙
二
冊
）
　
猿
源
氏
草
紙
（
二
冊）
　
物
く
さ
太
郎
（
二
冊
）
　
さ
ゴ
れ
い
し
（
一
冊
）
　
蛤
の
草
紙
（
二
冊
）
　
小
敦
盛
（
二
冊
）
　
二
十
四
孝
（
二
冊
）
　
梵
天
国
三
冊
）
の
せ
猿
さ．
つ
し
（
一
冊
）
猫
の
さ
う
し
（
一
冊
）
浜
出
草
紙
（
一
冊
）
和
泉
式
部
（
需
）
［
寸
法
師
（
一
冊
）
さ
い
き
（
需
）
浦
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註
五
　
　
嶋
太
郎
（
一
冊
）
　
横
笛
草
紙
（一
冊
）
　
酒
呑
童
子
（
二
冊
）
あ
叢
書
の
初
版
年
月
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
現
在
残
・
て
い
る
も
の
に
は
・
『
酒
呑
童
子
』
の
終
わ
り
に・
「
大
坂
心
齋
橋
順
慶
町
書
林
澁
川
清
右
衛
竪
と
刊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
七
記
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
今
日
、
狭
義
の
御
伽
草
子
と
は
こ
の
二
十
三
篇
を
指
す。
こ
の
御
伽
草
子
は
奈
良
絵
本
を
模
し
た
絵
入
横
板
本
で
あ
り、
二
十
三
篇
は
同
一
体
裁
で
何
版
か
を
重
ね
て
、
流
布
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
八
　
奈
良
絵
本
の
横
本
に
は
、
た
と
え
ば
『
こ
お
と
こ
の
さ
う
し
」
の
よ
う
な
文
と
絵
と
が
一
ペ
ー
ジ
内
に
い
っ
し
ょ
に
描
か
れ
て
い
る
冊
子
形
態
も
あ
る
が
、
こ
の
二
十
三
篇
は
横
板
本
の
、
文
は
文
の
み
の
ペ
ー
ジ
、
絵
は
絵
の
み
の
ペ
ー
ジ
と
い
う
刷
り
で
あ
る
。
そ
し
て
文
の
み
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
さ
し
絵
の
よ
う
に
絵
の
み
の
一
ぺ
ー
ジ
が
存
在
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
京
都
府
立
馨
資
料
館
所
蔵
の
『
御
伽
文
塵
は
・
同
館
の
『山
毳
府
立
馨
舞
館
畫
嘗
蟹
に
・
江
戸
時
代
中
期
の
板
本
と
し
て
左
記
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
　
御
伽
文
庫
　
二
十
三
篇
　
三
十
九
冊
　
　
五
＝
二
　
横
本
　
草
花
模
様
縹
色
表
紙
　
一
四
・
七
x
二
四
・
八
糎
　
十
三
行
　
色
違
銀
泥
模
様
題
簽
中
央
「
（
各
書
名
〉
　
　
（
巻
数
）
」
　
　
（
江
戸
時
代
中
期
刊
　
絵
入
草
子
本
　
も
と
木
箱
入
　
残
存
せ
る
箱
蓋
裏
に
刷
目
録
貼
付
　
文
し
や
う
さ
う
し
（
上
・
中
・
下
）
　
は
ち
か
つ
き
（
上
・
中
・
下）
　
　
小
町
さ
う
し
（
上
・
下
）
　
御
さ
う
し
嶋
わ
た
り
（
上
・
下
）
　
か
ら
い
と
さ
う
し
（
上
・
下
）
　
こ
わ
た
き
つ
ね
（
上
・
下
）
　
七
く
さ
さ
う
し
　
さ
る
け
ん
し
　
　
（
上
．
下
）
　
も
の
く
さ
太
郎
（
上
・
下
）
　
さ
ゴ
れ
い
し
　
は
ま
く
り
草
紙
（
上
・
下
）
　
小
あ
つ
も
り
（
上
・
下
）
　
二
十
四
孝
（
上
・
下
）
　
ぼ
ん
て
ん
國
　
　
（
上
．
中
．
下
）
　
の
せ
さ
る
　
ね
こ
の
草
紙
　
は
ま
い
て
草
紙
　
和
泉
式
部
　
一
す
ん
ほ
う
し
　
さ
え
き
草
紙
　
う
ら
嶋
太
郎
　
よ
こ
ふ
え
　
し
ゆ
て
ん
と
う
し
　
　
（
上
・
下
）
。
『
日
本
古
典
文
學
大
系
　
御
伽
草
子
』
解
説
参
照
　
特
八
四
〇
i
五
八
）
　
こ
の
二
十
三
篇
中
の
『
一
す
ん
ほ
う
し
」
を
他
の
二
十
二
篇
と
比
較
し
て
み
る
と、
『
一
す
ん
ほ
う
し
』
は
十
三
丁
の
一
冊
本
で
あ
る
。
　
　
　
板
本
『一
す
ん
ほ
う
し
』
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
五
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一
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
十
　
二
十
三
篇
を
文
章
の
丁
数
と
絵
の
丁
数
で
比
較
す
る
と、
『
一
す
ん
ほ
う
し
』
は
そ
の
中
で
、
文
章
の
丁
数
に
対
す
る
絵
の
丁
数
の
比
率
が
一
番
高
い
物
語
で
あ
り、
ま
た
他
の
冊
子
本
に
は
み
ら
れ
な
い
、
一
丁
裏
と
終
丁
の
十
三
丁
表
が
絵
で
あ
る
。
冊
子
名
冊
　
数
絵
数
分
冊
絵
数
丁
数
総
丁
数
分
冊
丁
数
絵
の
比
率
％
文
し
や
う
さ
う
し
下 中 上
十
六
五 五 六
五
六
半
十
九
ニ
ニ
十
五
半
十 十 十
六 一 五
小 は
町 ち
さ か
う つ
し き
二 三
下 上 下 中 上
十
七 一
四 三 三 四 四
三 五
二 四
半
十 十 十 十 十
五 七 七 八 九
半
十 十 十
三 九 九 一 一
御
さ
う
し
嶋
わ
た
り
下 上
十
五
八 七
三
七
十 十
九 八
計
一 九
か
ら
い
と
さ
う
し
下 上
十
一
四 七
四
八
一 七
　 十
十 三
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冊
子
名
も
の
く
さ
太
郎
冊
　
　
数
絵
数
分
冊
絵
数
丁
数
総
薮
［
分
冊
丁
数
絵
の
比
率
％
下 上
十
五 五
三
七
半
一
＝
十
六
半
十 十
五 二
さ
ゴ
れ
い
し
一
四
七
「
一
二
九
は
ま
、く
り
草
紙
二
下 上
一
十一
五 六
三
十
十 十
三 七
十 十
九 八
小
あ
つ
も
り
下 上
九
四 五
二
三
十 十
十 二
八 一
二
十
四
孝
下 上
二
四
十 十
三
六
十 十
八 八
三
三
三
三
ぼ
ん
て
ん
國
下 中 上
十
三
四 四 五
四
二
十
四
十
七
十
一
半
十 十
七 二 八
の
せ
さ
る
 
一
七
［
十
三
半
二
六
ね
こ
の
草
紙
一
一
七
冖
‡
一
三
は
ま
い
て
草
紙
一
五
一
九
一
二
八
和
泉
式
部
冖
五
「
十
四
半
十
七
一
す
ん
ほ
う
し
一
八
十
三
ご
二
さ
え
き
草
紙
一
八
［
＋
七
二
四
う
ら
嶋
太
郎
一
八
一
＋
七
半
一
二
三
よ
こ
ふ
え
一
一
六
一
「
二
四
半
一
「
十
二
板
本
「冖
す
ん
ほ
う
し
』
考
冖
七
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一
入
し
ゆ
・
て
ん
と
う
し
冊
子
名
　 二
下 上
冊
数
十
絵
数
四 六
盆
籤
丁
数
四
七
総
丁
数
ニ ニ
〇 七
分
冊
丁
数
十 十
　 一 絵の
比
率
％
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七 こ か 御 小 は 文 冊
く わ ら さ 町 ち し
さ た い う さ か や
さ き と し う つ う
う つ さ 嶋 し き さ 子
し ね う わ う
し た し
り
名
冊
一 二 二 二 二 三 三
数
下 上 下 上 下 上 下 上 下 中 上 下 中 上
二 二 三 ニ ニ 二 二 三 二
一L貞　 一　 　＝
／丶 　一　一 四 二 三
オ オ オ ウ ウ ウ オ オ ウ オ オ ウ オ オ オ
● ●　　● o 　　　 ● o　　　・ ■　　● ■　　●　　o ■　　■　　■ 絵
五
一
　　亠
二 　 ！ 、 八 五 五 五 入 七 十 六 八 七 六 五 の
ウ ウ オ ウ ウ ウ オ オ ウ 一 オ オ オ ウ オ あ
o ●　　■ ●　　● ●　　● ■　　● ウ　・ ・ ■　　●　　■ る
七
オ
。
七 七
オ ウ
●　　o
十 入
六 ウ
オ 　・
八 七
オ ウ
■　　●
十 十
＝ 　 　
一
一 一
オ オ
・ 九 十
十 ウ 四
六 ・オ
九 十 七
ウ ー ウ・ウ　・
丁
数
箇
九 九 十 ・十 十 十 o ウ 十 ・ 十 ・十 所
オ オ ウ 十 二 一 ウ 十 八 十 二 十 一
●　　● 九 ウ オ 　・ 五 ウ 七 オ 七 ウ （
十 十 ウ　・ ・十 オ ウ ・オ 　 ・ オ
二 二 十 十 二 十 ・十 囹
オ オ 八 ニ ウ 五 二 四 表
オ ウ　・ ウ ○ オ
● ・十 ウ　・ ウ
二 十 五 十 且
ニ
オ
四 オ
オ　・
九
ウ
蔘
■ ・十
二 十 七
六 六 ウ
ウ ぞ
十
入
オ
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冊
子
名
｝
冊
数
さ
る
け
ん
し
も
の
く
さ
太
郎
さ
ゴ
れ
い
し
は
ま
く
り
草
紙
小
あ
つ
も
り
二
十
四
孝
ぼ
ん
て
ん
國
の
せ
さ
る
ね
こ
の
草
紙
は
ま
い
て
草
紙
和
泉
式
部
一
す
ん
ほ
う
し
下 上下 上
一
下 上下 上下 上下 中 上
［
一
一
一
一
一一
絵
の
あ
る
丁
数
箇
所
　
（
オ
ー
表
　
ウ
ー
裏
）
三
オ
・
五
オ
・
九
オ
・
十
六
オ
五
オ
・
八
オ
・
十
一
ウ
・
十
九
ウ
三
オ
・
五
オ
・
十
ウ
・
十
四
ウ
・
十
七
オ
四
ウ
・
六
ウ
・
十
一
オ
。
十
三
ウ
・
十
六
オ
ニ
オ
・
三
ウ
・
五
オ
・
七
オ
三
オ
・
五
オ
・
七
ウ
・
十
オ
。
十
四
ウ
。
十
七
ウ
ニ
オ
・
四
オ
・
七
ウ
・
九
ウ
・
十
ウ
ニ
オ
・
四
オ
・
七
オ
・
十
｝
オ
。
十
ニ
ウ
ニ
オ
・
六
ウ
・
九
オ
・
十一
オ
ニ
オ
．
三
ウ
．
五
オ
・
六
ウ
。
入
オ
・
九
ウ・
十
一
オ
・
十
ニ
ウ
・
十
四
オ
。
十
五
ウ
・
十
七
オ
・
十
八
ウ
ニ
オ
・
三
ウ
・
五
オ
・
六
ウ
・
八
オ
・
九
ウ・
十
一
オ
・
十
ニ
ウ
・
十
四
オ
・
十
五
ウ
・
十
七
オ
・
十
八
ウ
ニ
オ
・
五
オ
・
七
オ
・
十
オ
・
十
四
ウ
五
オ
・
七
ウ
・
十
ニ
ウ
・
十
六
オ
三
ウ
・
五
ウ
・
九
オ
・
十一
ウ
ニ
オ
・
三
ウ
・
六
オ
・
七
ウ
・
九
ウ
・
十
一
ウ
・
十
ニ
ウ
一
ニ
オ
・
三
ウ
。
五
ウ
・
九
オ
・
十
ニ
ウ
。
十
四
オ
・
十
六
ウ
一
ニ
オ
・
三
オ
・
五
オ
・
六
ウ
・
入
ウ
ニ
オ
・
三
ウ
。
入
ウ
・
十一
ウ
・
十
四
ウ
｝
｝
一
ウ
・
三
ウ
・
五
オ
・
六
ウ
・
八
ウ・
十
オ
。
十
冖
オ
。
十
三
オ
板
本
『
｝
す
ん
ほ
う
し
』
考
一
九
卩
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二
〇
冊
子
名
さ
え
き
草
紙
う
ら
嶋
太
郎
よ
こ
ふ
え
冊
　
数
一一
「
し
ゆ
て
ん
と
う
し
一
下 上
絵
の
あ
る
丁
数
箇
所
　
（
オ
ー
表
　
ウ
ー
裏
）
ニ
オ
・
五
オ
・
七
ウ
・
九
ウ
・
十
ニ
ウ
・
十
五
オ
。
十
六
ウ
・
十
七
ウ
ニ
オ
・
四
オ
・
六
オ
・
八
ウ
・
十
一
オ
・
十
四
ウ
・
十
六
オ
・
十
七
ウ
｝
五
ウ
・
七
オ
・
十
オ
・
十
五
ウ
・
十
九
ウ
・
二
四
オ
四
オ
・
七
ウ
・
十
三
ウ
・
十
六
オ
・
二
十
オ
・
二
七
ウ
亠
ハ
オ
・
十
ニ
オ
・
十
五
オ
。
十
九
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
み
や
う
じ
ん
　
『
一
す
ん
ほ
う
し
』
の
一
丁
裏
の
第
一
図
は
、
「
す
み
よ
し
に
ま
い
り
。
な
き
子
を
い
の
り
申
」
す
津
の
国
の
難
波
の
里
に
住
む
う
ば
を、
住
吉
の
「
大
明
神
あ
は
れ
と
お
ぼ
し
め
し
」
て、
う
ば
は
四
十
一
歳
の
年
に
妊
娠
し
そ
し
て
十
か
月
を
経
過
し
て、
「
い
つ
く
し
き
お
の
こ
」
を
得
る。
そ
の
「
い
つ
く
し
き
お
の
こ
」
を
真
中
に
し
た
お
う
ち
と
う
ば
の
一
家
だ
ん
ら
ん
の
室
内
図
で
あ
る
。
十
三
丁
表
の
第
八
図
は、
「
ふ
し
ぎ
な
る
し
あ
は
せ
」
に
成
人
し
た
一
寸
法
師
を
、
内
裏
に
召
さ
れ
て
大
王
が
「
ま
こ
と
に
い
つ
く
し
き
わ
ら
は
に
て
は
ん
べ
る
。
い
か
さ
ま
こ
れ
は
い
や
し
か
ら
ず
」
と
ご
ら
ん
に
な
り、
先
祖
を
尋
ね
て
み
る
と
、
お
う
ち
は
堀
川
の
中
納
言
の
子
で
あ
り、
う
ば
は
伏
見
の
少
将
の
子
と
両
親
の
素
性
も
判
明
す
る
の
で
、
一
寸
法
師
を
殿
上
に
召
さ
れ
堀
川
の
少
将
に
な
さ
り
、
や
が
て
中
納
言
に
昇
任
す
る
。
こ
の
よ
う
に
殿
上
人
に
な
っ
た
一
寸
法
師
は
、
「
こ
〜
う
か
た
ち
は
じ
め
よ
り
。
よ
う
つ
入
に
す
ぐ
れ
給
」
う
人
物
で
あ
り
、
そ
の
「
御
一
も
ん
の
お
ぼ
え
い
み
し
く
お
ぼ
し
け
る
」
様
子
を
、
一
寸
法
師
と
姫
君、
そ
の
間
に
う
ま
れ
た
三
人
の
若
君、
お
仕
え
す
る
女
房
た
ち
四
人
を
配
し
た
一
家
だ
ん
ら
ん
の
室
内
図
に
し
て
い
る
。
　
す
な
わ
ち、
「
い
つ
く
し
き
」
男
で
あ
る
一
寸
法
師
の
「
い
つ
く
し
き
」
年
少
の
こ
ろ
と、
「
ま
こ
と
に
い
つ
く
し
き
」
成
人
後
の
「
め
で
た
く
さ
か
へ
玉
」
．
う
様
子
を、
い
ず
れ
も
主
人
公
の
一
寸
法
師
を
中
央
に
配
し
た
一
家
の
室
内
図
で
も
っ
て、
対
の
構
図
に
描
い
て
い
る
。
　
こ
の
は
じ
め
と
と
じ
め
は
文
章
面
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る。
す
な
わ
ち
第
一
図
の
前
ペ
ー
ジ
で
あ
る
一
丁
表
の
記
述
は、
「
中
ご
ろ
の
こ
と
な
る
」
と
い
う
書
き
出
し
で、
津
の
国
の
難
波
の
里
に
住
む
お
う
ち
と
う
ば
の
紹
介
で
は
じ
ま
り、
そ
の
う
ば
が
四
十
に
な
っ
て
も
子
が
で
き
な
い
の
で
、
「
す
み
よ
し
に
ま
い
り
。
な
き
子
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
み
や
う
じ
ん
い
の
り
申
」
す
の
を、
住
吉
の
「
大
明
神
あ
は
れ
と
お
ぼ
し
め
し
」
て、
四
十
一
歳
の
年
に
う
ば
は
身
ご
も
り
、
「
い
つ
く
し
き
お
の
こ
」
を
も
う
け
る
。
そ
の
申
し
子
一
寸
法
師
は
紆
余
曲
折
を
経
て、
終
丁
裏
の
「
す
み
よ
し
の
御
ち
か
ひ
に
す
ゑ
は
ん
じ
や
う
に
さ
か
へ
た
ま
ふ
」
と
な
る
の
で
、
「
す
み
よ
し
に
ま
い
り
」
子
を
さ
ず
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
み
や
う
じ
ん
る
こ
と
を
「
い
の
り
申
」
す
う
ば
を、
「
大
明
神
あ
は
れ
と
お
ぼ
し
め
し
」
た
こ
と
と、
「
す
み
よ
し
の
御
ち
か
ひ
」
と
は
、
住
吉
の
祈
り
に
関
す
る
対
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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一
丁
裏
の
第
｝
図
は
前
述
の
よ
う
に、
一
丁
表
の
文
章
を
具
体
的
に
示
し
た
室
内
図
で
あ
る
の
で
、
享
受
者
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
ペ
ー
ジ
の
文
章
記
述
を
絵
に
よ
っ
て
再
び
視
覚
的
に
認
識
す
る
。
　
同
様
に
終
丁
表
の
第
八
図
も
前
述
の
よ
う
に、
一
寸
法
師
の
「
そ
の
、
ち
わ
か
ぎ
み
三
人
い
で
き
け
り
め
で
た
く
さ
か
へ
玉
ひ
」
け
る
室
内
図
で
あ
る
の
で、
第
八
図
の
絵
に
よ
っ
て
享
受
者
は
前
ペ
ー
ジ
ま
で
の
文
章
記
述
を
再
び
視
覚
的
に
認
識
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
　
「
一
す
ん
ほ
う
し
』
の
絵
の
構
図
は
前
ペ
ー
ジ
ま
で
の
文
章
の
記
述
の
あ
る
場
面
を
写
実
的
に
再
現
す
る
よ
う
な
手
法
で
あ
る
。
従
っ
て
 
丁
裏
か
ら
は
じ
ま
る
計
八
図
は、
必
ず
前
ペ
ー
ジ
ま
で
の
文
章
記
述
の
あ
る
場
面
を
視
覚
化
し
て
描
い
て
い
る
の
で、
終
丁
裏
の
文
章
の
み
が
例
外
に
な
る
。
　
こ
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
め
く
る
終
丁
裏
に
文
章
の
み
の
一
ぺ
ー
ジ
が
存
在
す
る
の
は、
一
寸
法
師
一
門
に
関
す
る
文
章
記
述
及
び
そ
れ
を
絵
に
描
い
た
内
容
は、
す
な
わ
ち
「
す
み
よ
し
の
御
ち
か
ひ
」
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
　
初
丁
表
と
終
丁
裏
と
お
の
お
の
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
で
あ
る
こ
の
短
い
文
章
記
述
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
す
み
よ
し
」
の
「
い
の
り
」
に
関
す
る
対
の
記
述
で
あ
る
。
　
ゆ
え
に
御
伽
草
子
の
『
一
す
ん
ほ
う
し
」
と
は、
「
す
み
よ
し
の
御
ち
か
ひ
」
に
よ
る
物
語
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し、
こ
の
「
す
み
よ
し
の
御
ち
か
ひ
」
で
あ
る
こ
と
を
、
「
よ
の
め
で
た
き
た
め
し
こ
れ
に
す
ぎ
ざ
る
こ
と
は
よ
も
あ
ら
じ
と
そ
申
し
は
ん
べ
り
け
る
」
と
強
調
す
る
結
文
と
す
る
た
め
に、
絵
の
あ
と
に
わ
ざ
わ
ざ
独
立
し
た
文
章
記
述
の
ペ
ー
ジ
を
意
図
的
に
置
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
一
す
ん
ほ
う
し
』
が
他
の
物
語
に
比
し
て
絵
が
多
い
と
い
う
事
実
は、
い
き
お
い
文
と
絵
と
の
相
乗
効
果
を
高
め
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
文
章
の
み
の
ペ
ー
ジ
は、
次
の
一
ぺ
…
ジ
に
絵
を
存
在
さ
す
こ
と
に
よ
っ
て、
文
章
を
意
図
的
に
途
中
で
切
っ
て、
絵
の
一
ペ
ー
ジ
を
へ
だ
て
て
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
け
る
こ
と
に
な
り、
従
っ
て
文
章
の
終
わ
り
を
散
ら
し
書
き
に
よ
る
行
変
え
の
手
法
を
と
っ
て
い
る
。
　
す
な
わ
ち
、
十
三
行
書
き
の
十
杼
か
ら
の
ち
を
、
意
図
的
に
散
ら
し
書
き
に
よ
る
行
変
え
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
次
の
一
ペ
ー
ジ
に
絵
を
置
き、
さ
ら
に
次
の
ペ
ー
ジ
へ
と
文
章
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
hukugawa 　 akuin 　 ollege
／
は
行
変
え
の
表
記
で
あ
る。
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六
丁
表
　
九
行
後
　
く
ひ
め
ぎ
み
の
／
御
く
ち
に
／
つ
き
て
／
あ
り
六
丁
裏
　
絵
第
四
図
七
丁
表
　
ま
こ
と
は
い
つ
は
り
な
ら
ず
耐
か
丶
八
丁
表
　
十
行
後
　
寸
ぼ
う
し
は
／
こ
丶
か
し
こ
と
／
み
め
ぐ
九
ば
八
丁
裏
　
絵
第
五
図
九
丁
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
た
　
い
つ
く
と
も
な
く
お
に
二
人
来
九
丁
裏
　
九
行
後
　
な
れ
と
そ
。
ど
う
と
／
う
ち
／
候
へ
は
十
丁
表
　
絵
第
山
ハ
図
十
丁
裏
　
ほ
ど
　
程
な
く
せ
い
お
ほ
き
に
な
り
。
十
丁
裏
　
九
行
後
　
あ
た
り
に
や
ど
を
と
り
。
／
十
日
ば
か
り
／
あ
り
／
け
る
か
十
一
丁
表
　
絵
第
七
図
十
一
丁
裏
二
二
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こ
の
ニ
と
此
事
か
く
れ
な
け
れ
ば
。
た
い
り
に
　
こ
の
文
章
の
途
中
で
絵
の
冖
ペ
ー
ジ
を
介
す
る
そ
の
絵
は、
八
図
の
う
ち
の
四
図
で
あ
り、
全
図
の
二
分
の
一
の
割
合
を
占
め
る
。
さ
ら
に
そ
の
文
章
の
散
ら
し
書
き
の
行
変
え
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
絵
は、
姫
君
が
登
場
す
る
場
面
か
ら
で
あ
り、
姫
君
も
描
か
れ
て
い
る
終
図
を
除
く
と、
い
ず
れ
も
そ
の
絵
は
一
寸
法
師
と
姫
看
の
道
行
き
に
至
っ
た
継
続
的
な
時
閻
経
過
の
中
で
の
各
場
面
で
あ
る
。
一
連
の
継
続
的
な
時
間
内
容
の
文
章
を
、
そ
の
文
章
を
意
図
的
に
途
中
で
切
っ
て
し
ま
っ
て
、
次
の
同
ペ
ー
ジ
に
絵
を
置
き
、
そ
し
て
そ
の
次
の
ぺ
！
ジ
へ
と
文
章
を
続
け
る
こ
の
手
法
は、
絵
の
ペ
ー
ジ
が
多
い
ゆ
え
の
絵
本
的
技
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
な
お
前
述
の
四
図
を
除
く
以
外
の
文
と
絵
と
の
続
き
ぐ
あ
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
章
を
完
結
さ
せ
な
が
ら
次
の
一
ペ
ー
ジ
に
絵
を
置
き
、
そ
し
て
そ
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
い
て
い
っ
て
い
る
。
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一
丁
表
　
十
行
後
　
申
に
。
い
つ
く
し
き
お
の
こ
を
／
ま
う
け
／
け
り
一
丁
裏
絵
第
一
図
二
丁
表
　
さ
り
な
が
ら
。
う
ま
れ
お
ち
て
よ
一200 一
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三
丁
表
　
七
行
後
　
り
け
る
／
す
み
な
れ
し
／
な
に
は
の
う
ら
を
／
た
ち
い
で
」
／
み
や
こ
へ
い
そ
ぐ
／
わ
か
こ
丶
う
か
な
三
丁
裏
絵
第
二
図
四
丁
表
　
か
く
て
と
ば
の
つ
に
も
つ
き
し
四
丁
裏
　
十
二
行
後
　
　
板
本
『
一
す
ん
ほ
う
し
』
考
二
三
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な
さ
れ
け
り
五
丁
表
　
絵
第
三
図
五
丁
裏
　
か
く
て
と
し
月
を
く
る
ほ
ど
に
。
十
二
丁
裏
　
六
行
後
　
よ
ろ
こ
び
玉
ひ
け
る
／
そ
の
丶
ち
／
わ
か
ぎ
み
／
三
人
い
で
き
／
け
り
／
め
で
た
く
／
さ
か
へ
／
玉
ひ
け
り
十
三
丁
表
　
絵
第
八
図
十
三
丁
裏
　
す
み
よ
し
の
御
ち
か
ひ
に
す
二
四
　
第
一
図
の
前
後
の
文
章
と
そ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
続
き
ぐ
あ
い
は
、
一
丁
表
は
物
語
の
起
の
部
分
で
あ
り、
そ
れ
を
受
け
て、
二
丁
表
の
「
さ
り
な
が
ら
」
と
い
う
承
の
部
分
に
展
開
し
て
い
っ
て
い
る
。
　
第
八
図
の
前
ペ
ー
ジ
の
十
二
丁
表
は、
物
語
の
結
の
部
分
で
あ
る
が
終
丁
裏
は
一
丁
表
の
起
に
関
係
し
て
、
独
立
し
た
全
体
の
結
文
と
し
て
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
註
十一
　
第
二
図
と
第
三
図
は
転
の
部
分
で
あ
り、
双
方
と
も
次
の
ペ
ー
ジ
の
「
か
く
て
」
に
続
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
　
第
二
図
、
第
三
図
の
前
ペ
ー
ジ
は
い
ず
れ
も
一
寸
法
師
の
十
二
三
歳
の
時
期
に
あ
た
り、
第
三
図
の
次
の
ペ
ー
ジ
の
「
か
く
て
」
以
降
の
記
述
で
、
一
寸
法
師
が
十
六
歳
に
成
長
し
て
い
く
核
心
部
分
の
年
齢
設
定
に
ふ
れ
て
い
く
。
　
第
二
図
、
第
三
図
の
次
の
ペ
ー
ジ
で
も
対
の
記
述
が
試
み
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
「
一
す
ん
ほ
う
し
』
の
絵
は
視
覚
的
効
果
を
よ
り
有
効
に
す
る
た
め
に
、
常
に
対
の
構
図
に
描
く
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
す
な
わ
ち
前
述
し
た
初
図
と
終
図
は
対
の
構
図
で
あ
り
、
他
の
六
図
も
同
様
で
あ
る
。
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註
十
二
　
第
二
図
は
、
一
寸
法
師
が
「
ご
き
」
を
舟
と
し
、
「
は
し
」
を
か
い
に
し
て
住
吉
の
浦
よ
り
都
へ
の
ぼ
る
行
為
を
絵
に
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
十
三
　
第
三
図
は、
都
へ
の
ぼ
っ
た
一
寸
法
師
が
三
条
の
宰
相
殿
の
邸
に
参
っ
て、
「
あ
し
だ
」
の
下
か
ら
案
内
を
こ
う
て
い
る
行
為
を
絵
に
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ん
　
い
ず
れ
も
庶
民
の
生
活
用
具
で
あ
る
「
ご
き
」
「
は
し
」
や
「
あ
し
だ
」
に
よ
っ
て、
一
寸
法
師
の
「
せ
い
一
寸
」
と
い
う
背
丈
を、
視
覚
的
に
印
象
づ
け
る
構
図
で
あ
り
、
一
寸
法
師
の
旅
立
ち
に
お
け
る
出
発
と
到
着
を
、
対
の
構
図
で
対
比
さ
せ
て
い
る
。
　
次
の
第
四
図
は、
宰
相
邸
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
一
寸
法
師
は、
姫
君
を
「
み
た
て
ま
つ
り
し
よ
り
。
お
も
ひ
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て、
ど
う
か
し
て
姫
君
を
「
わ
　
ね
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
や
ぶ
く
ろ
が
女
ぼ
う
に
せ
ぼ
や
」
と
執
着
し
て
し
ま
い
、
姫
君
を
自
分
の
も
の
に
す
る
た
め
に、
「
あ
る
と
き
み
つ
も
の
丶
う
ち
ま
き
と
り。
茶
袋
に
入
。
ひ
め
ぎ
み
の
ふ
し
て
お
は
し
け
る
に
。
は
か
り
こ
と
を
め
ぐ
ら
し
。
ひ
め
ぎ
み
の
御
く
ち
に
ぬ
り。
さ
て
ち
や
ぶ
く
ろ
ば
か
り
も
ち
て
な
き
ゐ
た
り
」
と
い
う
「
あ
ん
を
め
ぐ
ら
」
す
の
で
あ
る
。
　
一
寸
法
師
の
「
は
か
り
こ
と
」
で
あ
る
と
は
露
知
ら
ぬ
宰
相
は、
一
寸
法
師
が
泣
い
て
い
る
原
因
を
聞
き、
こ
と
の
真
偽
を
た
だ
し
て
み
る
と
、
姫
君
の
御
ロ
に
付
い
て
い
る
事
実
を
目
撃
す
る
場
面
で
あ
る
。
　
姫
君
の
口
も
と
を
見
る
宰
相
殿
と、
茶
袋
を
前
に
し
て
一
寸
法
師
が
姫
君
の
口
も
と
を
指
さ
し
し
て
い
る
こ
の
絵
は、
一
寸
法
師
が
十
六
歳
の
時
で
あ
る
の
で、
「
な
き
ゐ
た
」
一
寸
法
師
の
行
為
と
と
も
に
そ
の
し
ぐ
さ
は
幼
い
童
的
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
　
第
五
図
は
、
こ
の
一
寸
法
師
の
申
し
立
て
通
り
の
姫
君
の
行
為
を
、
「
か
丶
る
も
の
を
み
や
こ
に
を
き
て
何
か
せ
ん
。
い
か
に
も
う
し
な
ふ
べ
し
」
と
い
う
宰
相
殿
の
い
か
り
に
よ
っ
て
、
姫
君
は
宰
相
邸
よ
り
追
わ
れ、
一
寸
法
師
に
連
れ
ら
れ
て、
都
を
あ
と
に
す
る
姿
で
あ
る
。
　
一
寸
法
師
の
計
略
に
よ
っ
て
姫
君
が
邸
を
追
わ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
場
面
と
、
邸
を
追
わ
れ
た
結
果
の
場
面
を、
姫
の
追
わ
れ
る
以
前
と
以
後
の
様
子
の
対
の
構
図
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
う
　
さ
ら
に
第
六
図
は、
き
や
う
が
る
島
で
ど
こ
か
ら
と
な
く
や
っ
て
き
た
鬼
二
人
が、
一
寸
法
師
を
「
の
み
て
あ
の
女
ぽ
う
と
り
候
は
ん
」
と
い
う
の
で、
一
寸
法
師
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
て
武
勇
を
ふ
る
い
征
伐
す
る
と
、
鬼
は
「
う
ち
で
の
こ
づ
ち
」
な
ど
を
「
う
ち
捨
て
」
逃
げ
て
い
く
姿
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
て
　
第
七
図
は、
そ
の
時
「
う
ち
捨
て
」
い
っ
た
「
う
ち
で
の
こ
づ
ち
」
で
も
っ
て
、
一
寸
法
師
は
成
人
し、
そ
の
「
ふ
し
ぎ
な
る
し
あ
は
せ
」
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
い
る
絵
で
あ
る
。
　
「
う
ち
で
の
こ
づ
ち
」
に
よ
る
は
じ
め
と
結
果
の
対
の
構
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
板
本
「一
す
ん
ほ
う
し
」
考
二
五
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○
二
六
　
『一
す
ん
ほ
う
し
』
の
絵
は
、
十
三
丁
の
短
篇
に
し
て
は
絵
の
ペ
ー
ジ
が
多
い
わ
け
で
あ
る
が、
そ
の
絵
は
前
ペ
ー
ジ
の
文
章
記
述
を
忠
実
に
受
け
て
再
現
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り、
絵
は
必
要
な
事
物
の
み
を
描
き
、
文
章
記
述
に
な
い
描
写
は
試
み
な
い
と
い
う
は
な
は
だ
説
明
的
な
絵
の
描
き
方
で
あ
る
。
　
ま
た
物
語
内
容
を
前
も
っ
て
先
に
絵
に
描
く
こ
と
は
な
く
、
終
始
前
ペ
ー
ジ
の
説
明
的
な
描
写
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の
冊
子
絵
の
特
色
が
み
ら
れ
る。
　
『
一
す
ん
ほ
う
し
」
は
絵
を
見
て、
前
ペ
ー
ジ
に
書
か
れ
た
登
場
人
物
や、
用
具
が
指
摘
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま、
前
ペ
ー
ジ
の
文
章
記
述
で
正
確
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
工工一leotronio 　 ibra y 　 ervioe
　
図
第一
図
第
二
図
第
三
図
第
四
図
第
五
図
第
六
図
第
七
図
第
八
図
場
所
室
内
戸
外
室
内
外
室
内
戸
外
戸
外
戸
外
室
内
一
寸
法
師
邸
川
の
中
宰
相
邸
宰
相
邸
川
の
中
き
や
う
が
る
島
き
や
う
が
る
島
一
寸
法
師
邸
登
場
人
物
順
一
寸
法
師
お
う
ち
う
ば
一
寸
法
師
一
寸
法
師
　
　
　
　
　
　
　
宰
相
一
寸
法
師
　
　
　
　
　
　
　
宰
相
一
寸
法
師
一
寸
法
師
［
寸
法
師
一
寸
法
師
姫
君
姫
君
姫
君
　
鬼
二
人
姫
君
姫
君
若
君
三
人
（
女
房
四
入）
用
具
御
器
　
箸
打 打 舟
糊
鰈
論
銀
背
景
住
吉
神
社
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（
　
　
）
の
そ
う
入
や
はー
筆
者
に
よ
る
第一
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
つ
お
　
お
う
ち
よ
ろ
こ
び
か
ぎ
り
な
し
。
や
が
て
十
月
と
申
に
。
（
う
ば
）
い
つ
く
し
き
お
の
こ
を
ま
う
け
け
り
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第
二
図
　
（
一
寸
ぽ
う
し
）
ご
き
と
。
は
し
と
た
べ
と
申
う
け
。
　
す
み
よ
し
の
う
ら
よ
り
ご
き
を
ふ
ね
と
し
て
う
ち
の
り
て
。
第
三
図
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さ
い
し
や
う
と
の
は
き
こ
し
め
し
。
お
も
し
ろ
き
こ
ゑ
と
き
〜
。
ゑ
ん
の
は
な
へ
た
ち
出
て。
あ
し
だ
の
下
よ
り。
　
（
一
寸
ぼ
う
し
が
）
人
な
ふ
ま
せ
給
ひ
そ
と
申
。
第
四
図
　
（｝
寸
ぼ
う
し
）
ち
や
ぶ
く
ろ
ば
か
り
も
ち
て
な
き
ゐ
た
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
お
ほ
き
　
…
…
と
（一
寸
ぼ
う
し
）
申
せ
ば。
さ
い
し
や
う
殿
大
に
い
か
ら
せ
給
ひ
け
れ
ば。
あ
ん
の
ご
と
く
ひ
め
ぎ
み
の
御
く
ち
に
つ
き
て
あ
り
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第
五
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で
　
一
寸
ぼ
う
し
は
。
ひ
め
ぎ
み
を
さ
き
に
た
て
丶
ぞ
出
に
け
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぼ
　
ひ
め
ぎ
み
あ
さ
ま
し
き
事
に
思
し
め
し
て
。
　
な
に
は
の
う
ら
へ
ゆ
か
ば
や
と
て
。
と
ば
の
つ
よ
り
ふ
ね
に
の
り
給
ふ
。
第
六
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
　
い
つ
く
と
も
な
く
お
に
二
人
来
り
て
。
　
　
　
ね
り
　
あ
の
齧
引
と
り
候
は
ん
　
一
寸
ぼ
う
し
は
お
に
丶
の
ま
れ
て
は。
め
よ
り
い
で
丶
と
び
あ
り
き
け
れ
ば。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
て
　
う
ち
で
の
こ
づ
ち
つ
え
し
も
つ。
な
に
に
い
た
る
ま
で
う
ち
捨
て。
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第
七
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ど
　
（一
寸
ぼ
う
し
は
う
ち
で
の
こ
づ
ち
に
よ
つ
て
）
程
な
く
せ
い
お
ほ
き
に
な
り
。」
　
ま
づ
く
め
し
を
う
ち
い
だ
し。
　
こ
が
ね
　
金
し
ろ
か
ね
う
ち
い
だ
し
。
ひ
め
ぎ
み
と
も
に
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第
八
図
　
　
　
ほ
ど
　
さ
る
程
に
せ
う
し
や
う
ど
の。
ち
う
な
ご
ん
に
な
り
玉
ふ
。
　
御一
も
ん
の
お
ぼ
え
い
み
し
く
お
ぼ
し
け
る。
　
そ
の
丶
ち
わ
か
ぎ
み
三
人
い
で
き
け
り
こ
の
よ
う
に
『
一
す
ん
ほ
う
し
』
の
絵
は
必
ず
前
ペ
ー
ジ
の
文
章
記
述
の
再
現
で
あ
る
わ
け
で
、
文
章
を
読
ん
だ
り
聞
い
た
り
し
た
の
ち
に、
次
の
ペ
ー
ジ
の
絵
を
見
板
本
『
一
す
ん
ほ
う
し
』
考
二
七
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二
八
て、
そ
の
絵
に
よ
っ
て
前
ペ
ー
ジ
の
文
章
を
視
覚
的
に
鑑
賞
し、
再
認
識
し
て
、
次
の
文
章
に
移
る
と
い
う
認
識
過
程
の
た
め
に
存
在
す
る
絵
だ
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。
○
　
『
一
す
ん
ほ
う
し
」
の
絵
は
物
語
中
に
八
図
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
に
主
人
公
の
　
寸
法
師
が
描
か
れ
て
い
る。
ま
た
そ
の
計
八
図
の
う
ち
、
第
四
図
か
ら
第
八
図
に
至
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
十
五
る
後
半
の
五
図
に
は
一
寸
法
師
と
姫
君
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
『
一
す
ん
ほ
う
し
』
は、
恋
愛
・
求
婚
談
に
類
別
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
御
伽
草
子
二
十
三
篇
は
い
ず
れ
も
短
篇
の
物
語
草
子
で
あ
る
せ
い
か、
い
き
お
い
そ
の
内
容
は
筋
の
運
び
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
文
章
表
現
は
類
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
十
六
的
な
表
現
や
比
ゆ
を
用
い
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
傾
向
の
ひ
と
つ
に
主
人
公
た
ち
が
具
体
的
に
何
歳
で
あ
る
と
い
う
年
齢
記
述
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
御
伽
草
子
二
十
三
篇
は
、
そ
の
享
受
者
層
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
に、
適
齢
期
の
女
が
多
く
描
か
れ
て
い
る。
ま
た
こ
の
適
齢
期
に
ふ
さ
わ
し
い
行
為
を
す
る
主
人
公
の
男、
女
に
は、
年
齢
を
具
体
的
に
何
歳
も
し
く
は
何
歳
ば
か
り
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
絵
が
直
接
的
で
具
体
的
表
現
で
あ
る
よ
う
に、
物
語
中
の
人
物
像
を、
物
語
全
体
の
な
か
か
ら
な
ん
と
な
く
そ
の
人
物
像
を
読
み
と
ら
せ
想
像
さ
せ
る
の
で
は
な
く
て、
何
歳
も
し
く
は
何
歳
ば
か
り
と
い
う
具
体
的
な
年
齢
記
述
に
よ
っ
て、
享
受
者
に
そ
の
具
体
的
な
年
齢
記
述
に
よ
っ
て
連
想
さ
れ
る
人
物
像
を
、
想
像
さ
せ
よ
う
と
す
る
手
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
御
伽
草
子
は、
男、
女
の
心
情
を
よ
り
文
学
的
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
の
で
は
な
く、
む
し
ろ
主
人
公
た
ち
の
年
齢
を
具
体
的
に
何
歳
と
か
何
歳
ば
か
り
と
か
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
の
理
解
を
促
そ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
主
人
公
が
ど
う
い
う
心
情
で
あ
り
、
そ
の
心
の
ひ
だ
の
動
き
を
文
学
的
に
表
現
す
る
と
い
っ
た
情
緒
描
写
よ
り
も、
ど
う
思
っ
て、
ゆ
え
に
ど
う
行
動
す
る
か
と
い
う
筋
の
運
び
に
、
主
人
公
の
心
情
も
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
き
め
の
荒
さ
は
短
篇
物
語
が
持
つ
必
然
的
な
表
現
法
で
あ
る
と
と
も
に、
絵
を
と
も
な
う
御
伽
草
子
の
宿
命
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
御
伽
草
子
二
十
三
篇
で
は
主
人
公
が
結
婚
す
る
く
だ
り
に
な
る
と、
双
方
．
も
し
く
は
ど
ち
ら
か
片
方
の
年
齢
を
具
体
的
に
記
述
す
る
。
ま
た
そ
れ
は、
十
四
五
ば
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
十
七
り
と
か、
十
七
八
云
々
と
い
う
年
齢
記
述
に
対
し
て
、
年
少
の
十
三
歳
は、
明
確
に
十
三
歳
と
記
述
し
て
い
る。
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物
語
名
　
　
男
文
正
さ
う
し
　
　
二
位
の
中
将
鉢
か
づ
き
　
　
　
宰
相
殿
御
曹
子
木
幡
狐
　
　
　
　
三
位
の
中
将
年
齢
十
八
二
十
の
き
や
う
が
い
ま
で
女蓮
華
御
前
鉢
か
づ
き
き
し
ゆ
御
前
年
齢
十
五
六
ほ
ど
に
見
え
さ
せ
給
ふ
十
六
歳
に
ぞ
な
り
給
ふ
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猿
源
氏
草
紙
物
く
さ
太
郎
さ
ゴ
れ
い
し
蛤
の
草
紙
梵
天
国
の
せ
猿
さ
う
し
和
泉
式
部
一
寸
法
師
さ
い
き
浦
嶋
太
郎
猿
源
氏
物
く
さ
太
郎
攝
政
殿
し
穿
ら
四
位
の
侍
從
こ
け
ま
る
殿
橘
保
昌
一
寸
法
師
う
だ
の
佐
伯
浦
嶋
太
郎
廿
二
三
ば
か
り
な
る
男
二
十
ば
か
り
に
な
ら
せ
給
ふ
十
九
十
六
に
な
り
二
十
四
五
の
男
有
（
り
）
け
り
螢
火
女
房
さ
ゴ
れ
石
の
宮
女
房
姫
君
た
ま
よ
の
姫
和
泉
式
部
姫
君
女
房
女
房
十
七
八
か
と
見
え
侍
り
十
四
に
て
攝
政
殿
の
北
の
政
所
に、
十
七
八
ば
か
り
な
る
が
出
で
た
り
十
四
五
ば
か
り
の
姫
君
移
し
参
ら
せ
給
ふ
十
三
と
申
（
す）
よ
り
十
三
に
な
ら
せ
給
ふ
姫
君
お
は
し
ま
す
二
十
ば
か
り
の
女
房
の
工工一leotronio 　 ibra y 　 ervioe
姫
君
の
十
三
歳
と
い
う
年
齢
は、
裳
着
を
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
年
齢
で
あ
り、
従
っ
て
結
婚
適
齢
期
で
あ
る
。
○
　
御
伽
草
子
二
十
三
篇
は
短
篇
で
あ
る
の
で
い
き
お
い
筋
の
運
び
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
が、
そ
れ
で
も
主
要
な
場
面
に
な
る
と、
男、
女
の
成
熟
度
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
和
歌
の
贈
答
が
み
ら
れ
る
。
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猿 七 木 唐 御 小 鉢 文
源 草 幡 糸 曹 町 か 正 物
氏 草 狐 さ 子 草 づ さ 亜
同口
草 紙　　う 島 紙 き う
紙　　　し 渡　　　し
名
和
十 十 歌
十 〇 四 一 一 五 五 八 数
主 男
二 〇 一 〇 〇 二 三 六 人
● 公
下 歌 の
十 主 女
OO 三 〇 〇 六 一 一 人
o 公
上 歌 の
の ぞ
の
八 〇 〇 一 一 六 一 一 歌 他
贈 主
OO − ○ ○ 〇 三 一
答 枩
歌 の
終 絵
行 の
に 前
○ ○ 一 〇 〇 〇 〇 一
　 ぺ
贈
　 i
答 ジ
歌 の
板
本
『一
す
ん
ほ
う
し
」
考
二
九
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酒 横 浦 さ 一 和 浜 猫 の 梵 二 小 蛤 さ 物
呑 笛 嶋 い 寸 泉 出 の せ 天 十 敦 の N
“
く、
　 　 　 　 　 　 　 猿
童 草 太 き 法 式 草 さ
さ
国 四 盛 草 れ さ
子 紙 郎 師 部 紙 う う 孝 紙 い 太
　　　　　　　し し 　　　　 し 郎
○ 入 五 五 一 五 〇 三 三 〇 〇 一 〇 一 十
〇 二 四 ニ ー 三 〇 〇 一 〇 〇 〇 〇 〇 五
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 下
○ ニ ー 一 〇 一 〇 〇 一 〇 〇 〇 〇 〇 四
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上
〇 四 〇 二 〇 一 〇 三 一 〇 〇 一 〇 一 〇
○ 一 一 一 〇 一 〇 〇 − OOOOO 三
○ 一 〇 〇 〇 一 〇 〇 − OOOOOO
三
〇
　
し
か
し
「
一
す
ん
ほ
う
し
』
に
は
、
一
寸
法
師
と
姫
君
と
の
間
に
は、
和
歌
の
贈
答
は
も
と
よ
り、
恋
に
関
す
る
会
話
す
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は、
『一
す
ん
ほ
う
し
」
は
一
寸
法
師
と
姫
君
と
の
恋
愛
物
語
と
は
考
え
が
た
く
一
一
寸
法
師
が
姫
君
を
「
み
た
て
ま
つ
り
し
よ
り
。
お
も
ひ
」
と
な
り、
そ
の
思
い
は
「
い
か
に
も
し
て
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
う
ん
を
め
ぐ
ら
し
。
わ
が
女
ぼ
う
に
せ
ば
や
と
お
も
ひ
」
の
恋
慕
で
あ
り、
「
は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
」
す
行
為
が
す
な
わ
ち
求
婚
談
で
あ
る
。
そ
の
風
変
わ
り
な
求
婚
ぶ
り
の
行
動
が、
第
四
図
と
第
五
図
の
文
と
絵
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
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｝
寸
法
師
は
物
語
の
は
じ
め
と
終
わ
り
に
お
い
て
は
前
述
の
ご
と
く
「
い
つ
く
し
き
」
男
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
て
、
ゆ
え
に
「
め
で
た
く
さ
か
へ
玉
」
う
中
納
言
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
そ
の
、
ち
わ
か
ぎ
み
三
人
い
で
き
け
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
一
寸
法
師
は
十
二
三
歳
に
な
っ
て
も
、
「
せ
い
も
人
な
ら
ず
」
で
あ
り、
養
育
し
た
お
う
ち
と
う
ば
か
ら
「
た
ゴ
も
の
に
て
は
あ
ら
ざ
れ
。
た
ゴ
ぱ
け
物
ふ
せ
い
に
て
こ
そ
候
へ
」
と
う
と
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
三
条
の
宰
相
殿
は
一
寸
法
師
が
一
寸
の
背
丈
ゆ
え
、
「
い
つ
き
や
う
な
る
も
の
に
て
有
け
り
」
「
げ
に
も
お
も
し
ろ
き
も
の
な
り
」
と
思
わ
れ
る
の
で、
宰
相
邸
に
勤
め
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
宰
相
の
御
娘
で
あ
る
姫
君
は、
「
ひ
め
ぎ
み
の
ふ
し
て
Shukugawa Gakuin College
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お
は
し
け
る
」
時
に
一
寸
法
師
が
み
つ
も
の
の
う
ち
ま
き
を
姫
君
の
御
口
に
ぬ
っ
て
し
ま
う
「
は
か
り
ご
と
」
の
結
果
、
姫
君
は
「
た
ゴ
ゆ
め
の
心
ち
し
て。
あ
き
れ
は
て
丶
ぞ
お
は
し
け
る
」
の
で
あ
り、
一
寸
法
師
が
姫
君
に
宰
相
邸
を
出
て
い
く
こ
と
を
「
と
く
く
と
す
丶
め
申
」
す
の
に
対
し
て
も
、
「
や
み
へ
と
ほ
く
ゆ
く
ふ
ぜ
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
で
た
だ
た
だ
「
あ
し
に
ま
か
せ
て
あ
ゆ
み
玉
ふ
」
の
で
あ
り
、
姫
君
の
心
中
は
「
あ
さ
ま
し
き
事
に
思
し
め
し
」
て
い
る
。
同
伴
者
で
あ
る
一
寸
法
師
に
対
し
て
の
好
感
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
十
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
情
は
ど
こ
に
も
生
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
き
や
う
が
る
島
で
出
会
う
鬼
二
人
は、
一
寸
法
師
を
口
か
ら
呑
む
と
目
か
ら
出
る
有
様
に
、
「
是
は
た
ゴ
も
の
な
ら
ず
。
た
ゴ
ぢ
ご
く
に
ら
ん
こ
そ
い
で
き
た
れ
」
と
お
ち
お
の
の
い
て
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
描
写
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ん
　
以
上
は
一
寸
法
師
の
背
丈
が
「
せ
い
も
人
な
ら
ず
」
「
せ
い
一
寸
」
の
ゆ
え
の
て
ん
宋
で
あ
り、
い
み
じ
く
も
「
う
ち
で
の
こ
づ
ち
」
に
よ
っ
て
「
せ
い
お
ほ
き
」
に
な
っ
て
、
身
体
的
に
も
成
人
し
た
一
寸
法
師
は
、
第
三
者
で
あ
る
大
王
が
ご
ら
ん
に
な
る
と
、
「
ま
こ
と
に
い
つ
く
し
き
わ
ら
は
に
て
は
ん
べ
る
」
と
い
う
男
に
成
長
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
う
　
こ
の
物
語
で
は
姫
君
を
「
わ
が
女
ぼ
う
に
せ
ぱ
や
」
と
思
う
一
寸
法
師
は
「
十
六
」
歳
で
あ
り、
そ
の
対
象
ど
な
る
姫
君
は
「
十
三
」
歳
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
和
泉
式
部
』
の
橘
保
昌
＋
九
歳
に
対
す
る
和
泉
式
部
＋
羅
で
は
な
く・
御
伽
草
子
中
で
も
恋
を
す
る
男
と
し
て
の
一
寸
法
師
の
＋
六
歳
は
比
較
的
年
少
で
あ
り
・
ま
た
姫
君
の
十
三
歳
も
他
の
女
た
ち
に
比
べ
る
と
幼
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
で、
こ
の
物
語
は
「
い
つ
く
し
き
わ
ら
は
」
の
物
語
と
し
て、
享
受
者
に
は、
一
寸
法
師
の
行
動
の
み
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
一
寸
法
師
が
第
二
図
か
ら
第
七
図
の
行
動
に
移
る
の
は、
十
二
三
年
育
て
ら
れ
た
お
う
ち
と
う
ば
の、
「
わ
れ
ら
い
か
な
る
つ
み
の
む
く
ひ
に
て
。
か
や
う
の
も
の
を
ば
。
す
み
よ
し
よ
り
給
は
り
た
る
そ
や
。
あ
さ
ま
し
さ
よ
」
と
い
う
「
み
る
め
も
ふ
び
ん
」
な
嘆
き
ゆ
え
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
あ
の
一
寸
ぽ
う
し
め
を
。
い
つ
か
た
へ
も
や
ら
ば
や
と
思
ひ
け
る
と
申
」
す
う
と
み
心
を、
一
寸
法
師
が
聞
き
知
っ
て
、
「
お
や
に
も
か
や
う
に
思
は
る
丶
も
。
く
ち
お
し
き
し
だ
い
か
な
。
い
つ
か
た
へ
も
ゆ
か
ば
や
」
と
そ
の
う
と
ま
れ
心
を
自
覚
し
て
の
旅
立
ち
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
両
親
か
ら
う
と
ま
れ
た
一
寸
法
師
ゆ
え
に、
一
寸
法
師
の
姫
君
に
対
す
る
「
み
た
て
ま
つ
り
し
よ
り
」
の
「
お
も
ひ
」
も、
「
い
か
に
も
し
て
あ
ん
を
め
ぐ
ら
し
」
さ
ら
に
「
は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
」
す
行
為
を
と
る
の
で
あ
る
。
両
親
に
う
と
ま
れ
た
一
寸
法
師
ゆ
え
に
、
一
寸
法
師
の
姫
君
へ
の
求
婚
は
、
姫
君
の
父
親
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
宰
相
に
姫
君
を
、
「
か
》
る
も
の
を
み
や
こ
に
を
き
て
何
か
せ
ん
。
い
か
に
も
う
し
な
ふ
べ
し
」
と
い
わ
し
め
る
い
か
り
に
ま
で
高
め
さ
せ
る、
う
と
み
心
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
に
で
た
の
で
あ
る
。
　
父
親
の
う
と
み
心
に
対
し
て
原
因
を
持
た
ぬ
姫
君
は
、
「
た
ゴ
ゆ
め
の
心
ち
し
て
。
あ
き
れ
は
て
〜
ぞ
お
は
し
け
る
」
当
惑
も、
一
寸
法
師
の
勧
め
に
ょ
っ
て、
「
や
み
へ
と
ほ
く
ゆ
く
ふ
ぜ
い
に
て
。
み
や
こ
を
出
て
。
あ
し
に
ま
か
せ
て
あ
ゆ
み
玉
ふ
」
こ
と
に
な
り、
こ
の
父
親
の
う
と
み
心
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
情
を
、
姫
君
は
た
だ
　
　
　
板
本
『」
す
ん
ほ
う
し
』
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
＝
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三
二
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぼ
「
あ
さ
ま
し
き
事
に
思
し
め
」
す
の
で
あ
る
。
姫
君
は
「
か
く
て
い
つ
か
た
へ
も
ゆ
く
べ
き
な
ら
ね
ど
」
と、
一
寸
法
師
の
時
と
同
様
に、
「
い
つ
か
た
へ
も
」
の
心
情
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
『
一
す
ん
ほ
う
し
』
の
物
語
は
こ
の
よ
う
に
、
う
と
み
心
が
う
と
ま
れ
心
を
う
み、
そ
の
う
と
ま
れ
心
に
ょ
っ
て
新
た
に
生
じ
る
う
と
み
心
と
う
と
ま
れ
心
の
な
り
ゆ
き
を、
享
受
者
は
そ
の
く
り
返
し
の
お
も
し
ろ
さ
を
鑑
賞
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
そ
の
く
だ
り
は
い
ず
れ
も
一
丁
半
に
よ
る
文
章
記
述
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ペ
ー
ジ
の
絵
に
続
い
て
い
く
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
主
人
公
た
ち
の
心
情
描
写
に
よ
っ
て
筋
が
運
ば
れ
て
い
く
文
章
記
述
の
長
い
箇
所
で
あ
る
。
　
『
一
す
ん
ほ
う
し
』
の
第
二
図
と
第
五
図
は
い
ず
れ
も
川
を
進
む
舟
の
図
で
あ
る
が
、
第
二
図
は
背
景
に
住
吉
神
社
の
太
鼓
橋
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
の、
文
章
記
述
に
よ
っ
て、
「
す
み
よ
し
の
う
ら
」
よ
り
出
発
し
て
、
「
と
ば
の
つ
」
に
到
着
す
る
の
を
知
る
わ
け
で
あ
る
。
　
ま
た
地
の
文
で
「
す
み
よ
し
の
う
ら
よ
り
」
と
記
し
な
が
ら、
次
に
続
く
和
歌
の
上
の
句
で
、
「
な
に
は
の
う
ら
を
た
ち
い
で
》
」
と
同
地
名
の
い
い
変
え
表
現
を
し
て
い
る
箇
所
で
も
あ
る
。
　
そ
れ
に
対
し
て、
第
五
図
は、
文
章
記
述
に
よ
っ
て、
「
な
に
は
の
う
ら
」
へ
行
こ
う
と
思
っ
て
、
「
と
ば
の
つ
」
よ
り
舟
に
乗
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
　
『
一
す
ん
ほ
う
し
」
は
短
篇
で
あ
っ
て
も
な
お
か
つ
文
章
表
現
を
限
定
し
て
対
の
記
述
に
留
意
し
、
享
受
者
の
理
解
を
容
易
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
　
ま
た
絵
の
構
図
に
も、
前
述
の
よ
う
な
対
の
構
図
の
展
開
を
み
せ
な
が
ら、
な
お
か
つ
第
一
図
と
第
八
図
の
室
内
図
の
構
図
や、
第
二
図
と
第
五
図
の
川
の
中
の
舟
と
い
う
構
図
、
あ
る
い
は
第
三
図
と
第
四
図
の
宰
相
邸
の
室
内
図
や、
第
六
図
と
第
七
図
の
き
や
う
が
る
島
で
の
野
外
図
な
ど
、
物
語
内
容
に
即
し
た
絵
を
残
象
意
識
で
連
動
さ
せ
る
視
覚
に
訴
え
て
、
享
受
者
の
理
解
を
容
易
に
し
よ
う
と
す
る
い
ろ
い
ろ
の
配
慮
も
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
　
「
一
す
ん
ほ
う
し
」
に
は
恋
に
関
す
る
歌
は
一
首
も
な
い
が、
一
寸
法
師
が
旅
立
ち
に
際
し
て
詠
ん
だ
歌
が
三
丁
表
に
一
首
あ
る
。
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に
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の
う
ら
を
た
ち
い
で
丶
み
や
こ
へ
い
そ
ぐ
わ
か
こ
丶
う
か
な
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こ
の
ま
ま
で
も
十
分
歌
意
が
通
じ
る
素
直
な
歌
で
あ
る
が
、
述
に
な
っ
て
い
る
。
歌
地
の
文
こ
れ
は
絵
が
前
ペ
ー
ジ
の
文
章
記
述
の
説
明
的
存
在
で
あ
る
よ
う
に、
こ
の
歌
も、
歌
の
前
文
と
対
の
記
Shukugawa Gakuin College
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す
み．
な
れ
し
　
　
　
　
註
二
十
な
に
は
の
う
ら
を
た
ち
い
で
丶
み
や
こ
へ
い
そ
ぐ
わ
か
こ
丶
う
か
な
な
ご
り
お
し
く
す
み
よ
し
の
う
ら
よ
り
　
　
い
で
た
ち
出
に
け
り
み
や
こ
へ
そ
の
ぼ
り
け
る
　
右
記
の
よ
う
に
比
較
す
る
と、
地
の
文
に
な
い
用
語
は
「
わ
か
こ
〜
う
か
な
」
と
い
う
詠
歎
の
意
を
表
わ
す
わ
が
心
の
み
で
あ
り、
そ
の
わ
が
心
は、
お
う
ち
と
う
ば
に
う
と
ま
れ
た
わ
が
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
両
親
に
う
と
ま
れ
た
ゆ
え
に
都
へ
「
い
そ
ぐ
」
心
境
に
至
っ
た
「
わ
か
こ
丶
う
か
な
」
で
あ
り、
そ
れ
は
ま
た
「
す
み
な
れ
し
」
難
波
の
浦
よ
り
旅
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
「
わ
か
こ
丶
う
か
な
」
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
第
二
図
の
一
寸
法
師
の
視
線
を
住
吉
神
社
の
方
に
向
け
た、
一
見
住
吉
の
浦
に
ゆ
く
か
の
よ
う
に
も
見
ら
れ
る、
御
器
に
乗
っ
て
い
る
一
寸
法
師
の
様
子
は、
前
ぺ
…
ジ
の
歌
の
「
わ
か
こ
丶
ろ
」
の
表
出
に
外
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
二一
　
こ
の
「
わ
か
こ
丶
う
か
な
」
と
い
う
用
例
は、
『
古
今
和
歌
集
』
の
「
巻
第
十
物
名
」
　
　
か
た
の
夏
草
の
う
へ
は
し
げ
れ
る
ぬ
ま
水
の
ゆ
く
方
の
な
き
わ
が
こ
丶
う
か
な
（
四
六
二
）
た
ゴ
み
ね
　
以
外
は
新
し
い
歌
集
の
み
に
み
ら
れ
る
用
語
で
あ
り
、
多
く
は
男
性
が
使
用
し
て
い
る
用
語
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
自
分
の
心
を
自
覚
す
る
と
き
に
、
詠
歎
を
こ
め
て
第
五
句
に
使
用
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
『
一．
す
ん
ほ
う
し
』
は
非
常
に
対
の
記
述
を
意
識
し
た
文
章
構
成
で
あ
る
と
と
も
に、
絵
は
絵
で
対
の
構
図
を
意
図
し
た
描
き
方
を
し
て
い
る。
し
か
し
絵
は
文
章
記
　
　
　
板
本
『一
す
ん
ほ
う
し
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
ρ
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三
四
述
の
説
明
的
存
在
で
あ
り
、
文
章
内
容
を
再
認
識
す
る
ぺ
！
ジ
に
置
か
れ
て
い
る
。
　
当
時
の
享
受
者
は、
文
と
絵
と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て、
コ
す
ん
ほ
う
し
』
を
享
受
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
特
に
物
語
中
に
絵
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
文
章
が
多
く
て
絵
が
少
な
い
物
語
に
対
し
て、
鑑
賞
能
力
の
よ
り
低
い
者
で
も
享
受
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
そ
の
掌
受
者
の
年
齢
も
よ
り
若
い
年
齢
層
で
も
楽
し
め
る
と
い
う
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
『
一
す
ん
ほ
う
し
」
の
冊
子
本
齢
絵
が
多
い
と
い
う
事
実
は
、
他
の
冊
子
本
よ
り、
よ
り
享
受
者
の
巾
に
広
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
　
そ
し
て
こ
の
『
一
す
ん
ほ
う
し
」
を
含
む
二
十
三
篇
の
享
受
方
法
は
、
単
に
文
字
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
当
然
文
を
読
ん
だ
り
絵
を
見
て
楽
し
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
・
ま
た
読
ま
れ
る
物
語
を
聞
く
と
い
う
享
受
方
法
で
も
あ
っ
た
。
　
文
正
さ
う
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ん
　
　
ま
づ
く
め
で
た
き
こ
と
の
は
じ
め
に
は、
此
さ
う
し
を
御
覧
じ
あ
る
べ
く
候
。
　
鉢
か
づ
き
　
　
　
　
も
の
が
た
り
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は
ん
お
ん
　
み
や
う
が
う
　
　　
ぺ
ん　
　
　
こ
の
物
語
を
聞
く
入
は
、
つ
ね
に
觀
音
の
名
號
を
十
返
づ
Σ
御
と
な
へ
あ
る
べ
き
も
の
な
り
。
　
小
町
草
紙
　
（
こ
の）
も
の
が
た
り
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
は
ん
を
ん
　
　
　
　
　
　
　
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
く
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
此
物
語
を
聞
く
人
、
ま
し
て
讀
ま
ん
人
は、
す
な
は
ち
觀
音
の、
三
十
三
體
を
つ
く
り、
供
養
し
た
る
に
も
等
し
き
な
り
。
　
物
く
さ
太
郎
　
　
ま
い
に
ち
　
　
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
い
ほ
う
　
　
あ
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
き
い
わ
〔
ひ）
に、
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
ひ
　
　
毎
日
一
度
此
さ
う
し
を
讀
み
て
、
人
に
聞
（
か
）
せ
ん
人
は、
財
寶
に
飽
き
満
ち
て、
幸
　
い
心
に
ま
か
す
べ
し
と
の
御
誓
な
り
。
め
で
た
き
事
な
か
く
申
（
す
）
　
　
も
お
ろ
か
な
り
。
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蛤
の
草
紙
　
　
　
　
　
　
お
や
か
う
く
　
　
　
　
　
　
　
　（の
ち
く）
　
　
　
　
　
さ
う
し
　
　
（
う）
　
是
ひ
と
へ
に
親
孝
行
の
し
る
し
な
り
。
後
々
と
て
も、
此
草
紙
見
給
ふ
て、
　
か
な
ふ
べ
し
。
　
（
中
略
）
．
　
ひ
と
こ
お
や
か
う
く
　
　
　
　
　
　
@
き
う
し
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
偏
に
親
孝
行
にし
て
、
此
草
紙
を
人
に
も
御
讀
み
聞
か
せ
あ
る
べ
し
。
お
や
か
う
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
　
　
と　
さか
（
无
）
　
　
げ
ん
と
う
　
　
　
が
ひ
親
孝
行
に
候
は
ゴ
、
か
く
の
如
く
に
富
み
榮
へ
て
、
現
當
二
の
願
、
た
どころに N 工 工 一 Eleotronio 　 Library 　 S
vio
小
敦
盛
　
　
　
　
（
こ
れ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
し
う
か
ん
よ
う
　
い
よ
い
よ
是
を
見
る
人
々
、
よ
く
く
御
生
肝
要
る
べ
き
な
り
。
右
記
の
よ
う
な
物
語
の
巻
末
か
ら
み
て
、
当
時
は
いろ
い
ろ
の
享
受
形
態
、
で
御
伽
草
子
を
楽
し
ん
だ
こ
と
が
考
え
れるの であ る。 Shukugawa 　 Gakui
@College
註
一
　
「
源
氏
物
語
』
の
「蓬
生
」
の
巻
で
末
摘
花
は
、
　
「
は
か
な
き
ふ
る
う
た
も
の
が
た
り
な
ど
や
うの
す
さ
び
ご
と
に
て
こ
そ
、
つれ
み
丶
を
も
ま
ぎ
ら
は
し
、
、
る
す
ま
ひ
を
も
思
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
レ
　
　
　
ら
も
り
　
ほ
し
や
　
と
じ
　
　
な
ぐ
さ
む
喝
わ
ざ
な
め
れ
、
さ
や
う
の
こ
と
に
も
心
お
そ
く
も
のし
た
ま
ふ
」
姫
君
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
で
も「
ふ
りに
た
る
御
厨
子
あけ
て
、
唐
守
、
藐
射
の
刀
自
、
か
ぐ
姫
の
物
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
語
の
絵
に
画
き
た
る
を
ぞ
、
時
々
の
ま
さ
ぐり
も
の
に
し
た
ま
ふ
」
こ
と
も
あ
る
、
末摘
の
目
常
生
活
を
紹
介
し
てい
る
。
　
　
　
玉
上琢
彌
先
生
は
、
「
姫
の
生
活
」
の
項
で
、
「
こ
の
当
時の
物
語
は
常
に
絵
を
と
も
な
っ
て
いた
、
と
わ
た
く
し
は
思
う
。
た
と
え
ば
、
「
東
屋
」
巻
に
「
絵
な
ど
取
り
で
さ
せ
て
、
　
　
　
　
　
こ
と
ば
　
　
右
近
に
詞
読
ま
せて
見
給
ふ
に
…
・
：
」
と
い
う
一
段
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
隆
能
源
氏
絵
巻
』
に
も
出
て
い
る
」
と
説
い
て
い
ら
れ
る
。
　
『
氏
物
語
評
釈
　
第
巻
』
　
玉
上
琢
彌
著
　
　
　
角
川
書
店
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あざ
む
註二
『
源
氏
物
語
』
の
「
螢
」
の
巻
で
、
光
源
氏
は
、・
「
こ
な
た
か
な
たに
か
丶
る
物
ど
もの
散
り
つ
玉
、
御
目
に
離
れね
ば
、
あ
な
む
つ
し
、
女
こ
そ
物
う
る
さ
が
らず
、
人
に
欺
か
れ
む
　
　
と
生
れ
た
る
もの
な
れ
、
こ
〜ら
の
中
に
ま
こ
と
は
い
と
少
か
ら
むを
、
か
つ
知
る
く
、
か丶
る
す
冒
ろ
ご
と
に
心
を移
し
、
は
ら
れ
た
ま
ひ
て
、
暑か
は
し
き
蝨
阜
麟
の
、
髪
の
乱
　　
る
Σも
知
ら
で
、
書
き
た
ま
ふ
よ
」
と
お
笑い
な
さ
り
、
ま
た
、
「
か
丶
る
世
の
ふ
る
ご
と
な
ら
で
は
、
げに
何
を
か
紛
る
る
こ
と
き
つ
れ
み
丶
を
な
ぐさ
め
ま
し
、
さ
て
も
こ
の
い
つ
は
　
　
り
ど
も
の
中
に
、
げ
にさ
も
あら
む
と
あ
は
れ
を
見
せ
、
つ
き
み丶
し
く
続
け
た
る
、
はた
、
は
か
な
し
ご
と
と
知
り
な
が
ら
い
た
づ
ら
に心
動
き
、
ら
う
た
げな
る
姫
君
の
物
思
へ
る
　
　
見
る
に
、
かた
心
つ
く
か
し
、
ま
た
い
と
あ
る
ま
じ
き
こ
と
か
なと
見
る
く
、
お
ど
ろ
く
し
く
と
り
な
しけ
る
が
目
お
ろ
き
て
、
静
か
ま
た
聞
く
た
び
ぞ
憎
け
れ
ど
、
ふ
と
を
か
　
　
　
　
ム
レ
　
　
し
き
節
あ
ら
は
な
る
な
ど
も
あ
る
べ
し
」
と
玉
髪
に
話
し
か
け
、
当
時
の
姫
君
の
物
語
の
鑑
賞
能
力
を
ひ
や
か
し
て
い
。
　
「
源
氏
物
語
評
釈
　
第
五
巻
』
　
玉
上
琢
彌
著
　
角
川
書
店
註
三
　
「
日
本
古
典
文
學
大
系
三
十
八
　
御
伽
草
子
」
　
市
古
貞
次
校
注
　岩
波
書
店
　
解
説
参
照
註
四
　
「
國
書
總
目
録
』
　
岩
波書
で
は
、
「
御
伽
文
庫
」
の
項
は
「
御
伽
草
子
」
を見
よ
と
し
て
い
る
。
註
五
　
「
日
本
古
典
文
學
大
系
」
本
　
解
説参
照
。
御
伽
草
子
に
関
し
て
は
、
『
一
す
ん
ほ
う
』
の
本
文
引
用
以
外
は
、
註
三
の
『
日
本
古
典
文
學
大
系
」
に
よ
る
。
註
六
　
『
日
本
古
典
文
學
大
系
』
本
　
三
八
四
ペ
ー
ジ
参
照
　
　
　
板
本
『
一
す
ん
ほ
う
し
』
考
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三
六
　
　
　
『
國
文
學
　
第
二
十
二
巻
　
第
十
六
号
』
「
御
伽
草
子
と
は
何
か
」
　
市
古
貞
次
　
七
ペ
ー
ジ
参
照
註
七
　
『
日
本
文
學
大
辭
典
」
　
新
潮
瓧
　
「
御
伽
草
子
」
参
照
註
八
　
稀
書
複
製
会
　
米
肉
堂
　
昭
和
五
年
六
月
　
参
照
註
九
　
京
都
府
立
総
合
資
料
館
図
書
部
編
集
　
昭
和
四
十
六
年
三
月
註
十
　
％
は
「
二
十
四
孝
』
が
一
番
高
い
の
で
あ
る
が、
こ
れ
は
中
国
に
お
け
る
二
十
四
篇
の
孝
行
説
話
か
ら
な
っ
て
い
て、
】
話
に
一
ペ
ー
ジ
の
絵
が
つ
い
て
い
る
の
で、
一
物
語
中
の
絵
と
　
　
い
う
比
率
か
ら
は
除
外
し
た。
註
十
一
　
柳
田
國
男
は
「
「一
寸
法
師
」
の
巻
に
は、
後
世
版
本
と
し
て
行
は
れ
る
場
合
に
も、
是
非
と
も
絵
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
箇
處
が
二
つ
あ
る。
其一
つ
は
現
在
の
童
謡
に
も
　
　
な
ほ
保
存
せ
ら
れ
た
る
「
お
椀
の
舟
に
箸
の
櫂
」
で
あ
り、
他
の
一
つ
は
も
う
忘
れ
て
し
ま
つ
た
「
足
駄
の
下
に
隠
れ
て
見
え
な
か
つ
た
」
と
い
ふ
可
笑
味
で
あ
る
。
そ
れ
が
物
語
の
骨
子
　
　
と
は
寧
ろ
関
係
が
無
い
に
も
拘
ら
ず
、
自
然
に
此一
篇
の
所
謂
山
を
為
し
て
居
る
の
を
見
る
と
」
と
説
い
て
い
ら
れ
る。
コ
寸
法
師
譚
」
昭
和
三
年
五
月
　
民
族
三
卷
四
號
　
　
　
「
物
語
と
語
り
物
』
『
定
本
柳
田
國
男
集
第
七
巻
』
に
所
収
参
照
　
　
　
　
　
ふ
だ
註
十
二
註
十
三
註
十
四
註
十
五
註
十
六
註
十
七
「
蓋
つ
き
の
食
器、
と
く
に
椀
を
い
う
。
」
　
「
日
本
古
典
文
学
全
集
　
三
十
六
　
御
伽
草
子
集
」
　
大
島
建
彦
校
注
。
訳
の
頭
注
に
よ
る
。
「
下
駄
は
古
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
が、
主
に一
般
大
衆、
農
民
に
行
な
わ
れ、
比
叡
山
の
山
法
師
は
黒
塗
の
高
足
駄
を
は
い
た
。
」
　
『
有
職
故
実
』
　
江
馬
務
著
河
原
書
店
谷
垣
伊
太
雄
が
ご
指
摘
の
「
隠
れ
蓑
」
「
隠
れ
笠
」
が
「
な
に
に
い
た
る
ま
で
」
の
も
の
に
該
当
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
　
「
『一
寸
法
師
」
小
考
」
　
谷
垣
伊
太
雄
　
「
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
論
集
　
第
十
七
号
』
　
昭
和
五
五
年
三
月
「
四
　
庶
民
に
関
す
る
も
の
　
　
 
　
恋
愛、
求
婚
談
に
は
「
物
く
さ
太
郎
」 、
「】
寸
法
師
」、
「
猿
源
氏
草
子
」
が
あ
る
。
三
篇
と
も
に
「
御
伽
草
子
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が、
前
二
者
は
立
身
成
功
談
で
も
あ
　
り、
最
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
公
家
で
あ
る
こ
と
が
分
り、
ま
た
神
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
」
　
「
日
本
古
典
文
學
大
系
』
本
　
解
説
参
照
「
鉢
か
づ
き
」
の
「
嫁
合
の
日
」
の
姫
君
で
あ
る
鉢
か
づ
き
お
よ
び
嫡
子
の
御
嫁
御
前、
次
男
の
嫁
御、
三
男
の
嫁
御
前
の
記
述
を
参
照
　
「
日
本
古
典
文
學
大
系
」
本
　
七
六
〜
八
〇
ペ
ー
ジ
註
十
八
　
「
御
曹
子
島
渡
』
註
十
九
　・
「
小
敦
盛
」
　
　
　「
齢
明
示
は
物
語
の
導
入
部
分
で
そ
れ
ぞ
れ
の
二
人
が
主
人
公
で
は
な
い
。
註
二
十
　
「
物
く
さ
太
郎
』
　
　
　
　
典
文
學
大
系
』
本
に
よ
る。
註一
＝
　
　
「
目
本
古
典
文
學
大
系
　
八
　
古
今
和
歌
集
』
　
佐
伯
梅
友
校
注
に
よ
る
。
鉢
か
づ
き
　
「
姫
君
十
三
と
申
せ
し
年
」
唐
糸
さ
う
し
　
「
年
は
十
三
の
春
な
れ
ば
」
和
泉
式
部
　
「
和
泉
式
部
は
十
三
と
申
（
す
）
よ
り
」
一
寸
法
師
　
「
十
三
に
な
ら
せ
給
ふ
姫
君
お
は
し
ま
す
」
酒
呑
童
子
　
「
今
年
十
三
ヨ
の
年
生
れ
て
よ
り
も
こ
の
か
た
は
」
　
「
日
本
古
典
文
學
大
糸
」
本
に
よ
る。
　
　
　
　
　
　
　
に
「
き
や
う
が
る
嶋
に
著
き
給
ふ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る。
「
『
日
本
古
典
文
學
大
系
」
本
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
に
「
敦
盛
は
十
三、
自
ら
十
の
年
よ
り、
便
の
文
を
と
り
か
は
し、
妹
背
の
中
と
成
（
り
）
し
に
」
と
あ
る。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
古
典
文
學
大
系
』
本
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
に、
物
く
さ
太
郎
が
詠
ん
だ
「
津
の
國
の
難
波
の
浦
の
か
き
な
れ
ば
う
み
わ
た
ら
ね
ど
し
ほ
は
つ
き
け
り
」
し
か
し
『
小
敦
盛
」
で
も
「
和
泉
式
部
」
で
も
こ
の
年
に
「
難
波
の
浦
」
と
い
う
用
例
が
あ
る。
　
『
目
本
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京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
　
『
御
伽
文
庫
」
　
　
残
存
せ
る
箱
蓋
裏
の
刷
目
録
七
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表
紙
一
す
ん
ほ
う
し
三
八
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
『
御
伽
文
庫
」
　
　
　
凡
例
一
　
清
音
と
濁
音
は
表
記
ど
う
り
に
記
し
た
。
二
　
漢
字
に
ふ
り
が
な
の
あ
る
も
の
は
表
記
ど
う
り
　
に
記
し
た
。
三
　
変
体
が
な
は
ひ
ら
が
な
に
直
し
た
。
四
　
固
有
名
詞
は
原
本
ど
う
り
に
し
た
。
五
　
旬
点
は
原
本
ど
う
り
に
記
し
た。
六
　
本
文
の
右
に
漢
字
を
註
し、
活
用
語
尾
を
（
　
）
　
し
て
書
き
加
え
た
こ
と
が
あ
る
。
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一
　
丁
．
轗
攤
驪
醗
鑼
藤
纛
難
飜
離
髏
韈
韈
　
　
と　
ほ
　ま
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　モず
灘
灘
灘
灘
鑾
灘
灘
懲
戀
飜
　
騒
燐
　
　
犀
鷯
灘
戀
孅
爨
灘
搬
鑢
钁
　
箪
濺
籌
黴
霧
轟．
．
ー
鑾
纏
鱗
，
鷺
　
　
覊
鐶
韈
麟
癬
轗
難
飜
欝
靉
騨
靉
攀
慧
義
蘿
馨
靉
鱗
鑼
騨．
「一
す
ん
ほ
う
し
」
韈
麟
騰
　
凹
　
　
　
　
惑
、
鐶
葉
墨
靉
轗
韆、
　
　
　
　
せぼウ鸚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
中
ご
ろ
の
こ
と
な
る
に
。
つ
の
　
難
　
波
　
里
く
に国
な
に
は
の
さ
と
に
。
お
う
ち
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
　
　
　
は
ん
べ
う
ば
と
侍
り
。
う
ば
四
十
に
を
　
　
　
　
　
こ
よ
ぶ
ま
で
。
子
の
な
き
こ
と
を
悲
　
　
　
　
住
　
吉
　
　
参
か
な
し
み
。
す
み
よ
し
に
ま
い
り
9
　
　
　
　
祈
　
　
（
す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
み
や
う
な
き
子
を
い
の
り
申
に
。
大
明
じ
ん神
あ
は
れ
と
お
ぼ
し
め
し
て
。
　
　
　
　
（
す
）
四
十
一
と
申
に
。
た
ゴ
な
ら
ず
な
　
　
　
　
　
　
　
喜
り
ぬ
れ
ば
。
お
う
ち
よ
ろ
こ
び
限　
　
　
　
　
　
　
　
と
つ
き
か
ぎ
り
な
し
。
や
が
て
十
月
と
　
（
す
）
　
　
　
　
　
男
　
子
申
に
。
い
つ
く
し
き
お
の
こ
を
ま
う
け
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
一184一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
一
丁
裏
（
第
一
図
）
P IIM 難舞
P
鞍 u   ％
“量
藩 糊 ガ   毳舅
tPt ・lt ： di 。th 　 rf 筆 
　 　 　 　 　 ご　 　 　 　 モ
±辷議 華箋 奪蠶
’
  鏡 　・　・
St ・ ‘
x
  ポ 濺灘
旺
サ　の　  呵磁 　 　 　 P
e　’t
韈 脱 　羅黙
　 　
譱鏃
雀ピ 織
黛騰遊
黙縷融「 x
臨
〆
懸
．
”
馨
聡
誕
　
　
　
讐
　
 』唇
覧
s 〆 画 ・
｝び
／
メ 　 　 　 　 　 　じ
M 　　　恩ビ　　　　　　年
　 　 講
ン 舮
　 　 く ’eb
観
腱
趨
引
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
露
灘
蠶
爨
諺
欝
瀬
’
鑓
F、
芦
鯵
・
鐸
　
　
瓢
　
毒 
　 梦 ．
5t 　　 vtt　 　 毋n絆
b軋脇
党解
O
「
文
正
さ
う
し
」
筆
二
図
　
鹿
島
の
大
宮
司
が
雑
色
の
文
太
に
向
か
っ
て、
主
従
の
縁
を
絶
つ
旨
を
い
い
わ
た
す
場
面
。
四
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二
　
丁
表
臣ビ
鬣
」
鑼　｝…ー…　ー　聴触讐漏　　葛　　　　…嘩噂鞋歴丐些霆由灌甍　　　　廷隠鏤駈　　　　やお　　　　　まぽ
「一
す
ん
ほ
う
し
』
　
　
　
　
　
　
　
　
生
さ
り
な
か
ら
。
う
ま
れ
お
ち
て
よ
　
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
ん
り
の
ち
。
せ
い
一
寸
あ
り
ぬ
れ
ば
。
　
　
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
法
　
師
や
か
て
そ
の
な
を
。
一
寸
ぼ
う
し
と
　
名
　
　
　
　
　
　
　
年
そ
な
づ
け
ら
れ
た
り
。
と
し
月
　
　
　
　
程
を
ふ
る
ほ
と
に
。
は
や
十
二
三
に
　
　
　
　
　
育
な
る
ま
で
そ
だ
て
ぬ
れ
ど
も
せ
い
も
人
な
ら
す
。
つ
く
く
と
思
　
　
　
　
　
　
　
　
者
お
も
ひ
け
る
は
。
た
丶
も
の
に
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
　
　
風
情
あ
ら
ざ
れ
。
た
丶
ば
け
物
ふ
せ
い
に
て
こ
そ
候
へ
。
わ
れ
ら
い
か
な
る
罪
　
　
報
つ
み
の
む
く
ひ
に
て
。
か
や
う
の
者
　
　
　
　
住
　
吉
も
の
を
ば
。
す
み
よ
し
よ
り
給
は
り
た
る
そ
や
。
あ
さ
ま
し
さ
よ四一
一 182一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
丁
裏
継
1絮輔 嚢葬霧嶷欝蒙
議購灘齷
騨 恚覊 慰 篝蕪 麟ず瓢
　　　　　　窶韈 蠶瀚 蝿：
　　 ・戯 毒漣 評   鐘・纛 冊ρ ；1−＿
　　　　　　　　　 理 号貼 ｝
　　　　 冊由 　　 叢簸  蠹
　 　 　 　 　 夢　 　 　 　 　 v 翊 鼻 憾
；i纖難
荘  譲 　　　 … 、
i ．、。 蹕 鰍 覊 鑼 羲
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fie
　柵 謂繦 二　　　　　副
　 　 賜 靴
讐 説 鑼 撰竃中
澗罅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨiダヨぢiヨモ1　a
t ／
二潔 齢 鵯 翻 瓢 ・∵誌 統燃1；寧i：i霧1盞：瀞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 塩晒、
莓
ff
垂1 鸞
き臨
一
　 焔
  麹
　 　　＃もti
躍 1翼
・
瞬
縫
懿
贓
　
鬱陣
　
　脚
PF蠶　　　　
ド ta』紹 駕
dl 　 ね 　ぴ
鞦 琴 蝉
　 き。  嘔
　 ミモ’ド　　e ド
詮   暫艶
糶慧
　 苗　b
　 　 ’　　 　 e ’
　 　 i評
1鏃麟難麩
1戯 鋤 藤 麟 爨麟
　 　 呂　 　臨
繁  　　実彗鞭 鱗 鞭 誘 雲 黯
　　　　　　　　　　　麹
遡F
　
s 樹 嚶
P難多｝
驃1
　讌転
　 　 ｛ t 聡
攤韈ll　　露毳騨 鞭
1繼：鑼糠
　 　 　 　 　 　 　 　 　 津 4
　 　 　 　 　 　 　　 　 醜
羅
鞴
齢
辮灘
丐
　
濫訟
 
　
炉
製
r
　
p
ア
ヨじや
　
　
き
　
ま
群
撫
贐
響
藍
　　　　　 禪 躑 e．
霧 瀦 繋 灘鏤
iif。／　 叢
鑼
攤
鰯
雛
鰰
諜
鰍
毅
羅
篝
諜
蠶γ
誌
熱。．
　
　
r
　
　
　
　
呂
準　点
壽　
　
」’『モ蔭　鈩！
　 xR　ct「』
L’fU｛
亀臨
顎、
纏
臟鬟
盤撃
鑰ll
融
、 i藻
蒹疑
d 留 　8b
声tk4
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f
罍 譲講欝欝；難蠶、；：！i鰄
撒
撚
辮
魏
軈
灘
隙 、
欝
藤
器・
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ぽ
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麟
轢
齲
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韈
講
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麦
し
た
ひ
に
け
る
。
す
な
は
ち
む
　
　
　
　
　
柄
　
鞘
き
は
ら
に
て
つ
か
さ
や
を
こ
し
　
　
　
　
　
上
　
　
　
み
や
こ
ら
へ
。
都
へ
の
ぼ
ら
ば
や
と
お
も
ひ
つ
う
ば
に
こ
い
王
へ
ば
。
と
り
い
だ
な
く
て
は
い
か
〜
と
思
ひ
。
　
　
　
　
　
請
針は
り
取
出 を
お
や
に
も
か
や
う
に
思
は
る
〜
も
。
口
　
惜
　
　
次
第
く
ち
お
し
き
し
だ
い
か
な
。
い
つ
か
　
　
行
　
　
　
思
　
　
刀
た
へ
も
ゆ
か
ば
や
と
お
も
ひ
。
か
た
な
　　　　や
寸 　 と
ぼ 法 思
う　 ひ
し 師 け
　　る
　　と
　　申
　　せ
　　ば
　 　 　 oAG
や
　　か
　　て
う
し 師
め
を
。
い
つ
か
た
へ
も
や
ら
ば
即
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
か
思
ひ
け
る
や
う
は
。
あ
の
一
寸
ぼ
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丁
表「一
す
ん
ほ
う
し
』
　
　
　
　
　
　
　
自
然
　
舟
し
か
。
し
せ
ん
ふ
ね
な
く
て
は
い
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
器
か
あ
る
べ
き
と
て
。
又
う
ば
に
ご
き
　
　
　
　
　
箸
　
　
　
　
　
　
（
し
）
と
。
は
し
と
た
へ
と
申
う
け
。
な
　
　
　
　
　
惜
こ
り
お
し
く
と
む
れ
ど
も
。
立
　
　
　
　
　
　
住
　
吉
　
　
　
　
　
い
て
た
ち
出
に
け
り
。
す
み
よ
し
の
浦
　
　
　
御
器
　
舟
う
ら
よ
り
ご
き
を
ふ
ね
と
し
て
　
　
　
　
　
乗
　
　
　
都
　
　
　
　
上
う
ち
の
り
て
。
み
や
こ
へ
そ
の
ほ
り
け
る
住す
み
な
れ
し
難
　
波
　
浦
な
に
は
の
う
ら
を
立
　
出
た
ち
い
で
〜
都
　
　
　
急
み
や
こ
へ
い
そ
く
’
わ
か
こ
丶
う
か
な
四
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。
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。
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。
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。
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縁
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（
す
）
不
思
議
　
思
給
ひ
そ
と
申
。
ふ
し
ぎ
に
お
も
　
　
見
ひ
て
み
れ
ば
。
い
つ
き
や
う
な
る
者
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に
。
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と
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茶
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茶
　
袋
り
。
さ
て
ち
や
ぶ
く
ろ
ば
か
り
持
　
　
泣
　
　
　
　
　
宰
　
相
も
ち
て
な
き
ゐ
た
り
。
さ
い
し
ゃ
　
　
　
覧
　
　
　
　
　
尋
う
殿
御
ら
ん
じ
て
。
御
た
つ
ね
あ
り
　
　
　
　
姫
　
君
け
れ
ば
。
ひ
め
ぎ
み
の
。
わ
ら
は
が
こ
の
　
　
取
　
集
　
　
　
置
ほ
ど
と
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ん
の
ご
と
　
姫
　
君
く
ひ
め
ぎ
み
の
　
口
御
く
ち
に
つ
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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六
丁
裏
（
第
四
図
）
。s ノ   卑　乳  ’i ♂ 罵 1 … へ   一 1 諮 い ・
。樋 麟 朔 蘇 繭
滝
一 　 @F −rewvaw
th　
『
鉢
か
づ
き
』
図
　
鉢
か
づ
き
で
あ
っ
た姫
君
か
修
行
者
に
な
っ
て
い
た
父
御
前
と
ぐ
り
会
､
場
。 五
4 瞬獅
　 　
di
e 『d
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七
丁
表
モ
日武
　『
醍
　
更
　亳
9ア　”
　叮
蔦ぴ
5
鴛皿
察
　
ぢ
6
　
　
　
、
¢賦
e　滝め只
鐸
F
『
　
趣
‘
　后
ビ』．
19
『
乱
職
鍵
1磐
St 陣郎」』
　 3F1偉日
興萱
　
　
　
　
　め　ヰ属P　甑釦
啜甲雪臣
　鵬嘩
冨
白
痩
@
　
　
　出焦ぴ　巧亭
価き
日
　き　b爵　再　
　
…
　
お　ぴ
　
　ヨ
融　巧
b読彈
出
島
　
r
毒
ρ買
撫
驫
『
5
遷
馨
鯲
鐘麟
動勲
鳶
黷難
呂石
譲蒲U
ぎ1
鵠
”
麟
「
一
す
ん
ほ
う
し
」
ﾜ
と は
つ
り
ら ず
か
 
燻 ﾒ
の
を
み都
や
こ
に
を
置
き
て
何
か
失
せ ん
い
に も
し
ふへ
と
ﾄ
｡
ほ
､
し
に
仰
詮
つ
せ
け
ら
る
法
師
（
し
）
一
寸
ほ
う
し
申
け
る
は
。
わ
は
か
　
　
　
　
取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
き
物
を
と
ら
せ
玉
ひ
候
に
と
に
か
く
に
も
は
か
ら
ひ
候
と
り
け
る
と
て
。
心
の
う
ち
に
う
れ
し
ﾀ
姫
く
も
事
か
き
り
な
し
。
め
君
夢
き
み
た
ゆ
の
ち
し
。
あ
き
れ
は
て
師
丶
そ
お
は
け
る
ﾙうしく
と す 〜 め 申遠 行 一 寸 風 隋
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七
　
丁
裏
五
二
　
　
都
　
　
　
　
　
　
足
て
。
み
や
こ
を
出
て
。
あ
し
に
ま
か
せ
　
歩
て
あ
ゆ
み
玉
ふ
。
御
心
の
う
ち
。
を
し
は
か
ら
ひ
て
こ
そ
候
へ
。
あ
ら
い
た
　
　
　
　
　
法
　
師
　
　
姫
　
君
は
し
や
一
寸
ぽ
う
し
は
。
ひ
め
ぎ
み
　
先
　
　
立
　
　
　
　
　
　
　
い
で
を
さ
き
に
た
て
丶
ぞ
出
に
け
リ
。
　
　
　
　
　
ど
の
さ
い
し
や
う
殿
は
あ
は
れ
此
こ
と
を
。
と
丶
め
給
ひ
か
し
と
お
ぼ
し
け
　
　
　
　
継
　
母
れ
ど
も
。
ま
〜
は
丶
の
こ
と
な
れ
ば
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
　
房
さ
し
て
と
丶
め
給
は
ず
。
に
う
ば
う
　
　
　
付
　
添
　
　
　
　
　
姫
た
ち
も
つ
き
そ
ひ
給
は
ず
。
ひ
め
君　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぼ
ぎ
み
あ
さ
ま
し
き
事
に
思
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
め
し
て
。
か
く
て
い
つ
か
た
へ
も
ゆ
く
べ
　
　
　
　
　
難
　
波
　
浦
き
な
ら
ね
ど
。
な
に
は
の
う
ら
へ
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八
丁
表「一
す
ん
ほ
う
し
」
行
鳥
羽
津
ゆ
か
ば
や
と
て
。
と
ば
の
つ
よ
舟
乗
り
ふ
ね
に
の
り
給
ふ
。
折
ふ
し
風
荒
島
か
せ
あ
ら
く
し
て
。
き
や
う
が
る
し
著
舟
ま
へ
そ
つ
け
に
け
る
。
ふ
ね
よ
り
上
見
住
見
あ
か
り
み
れ
ば
。
人
す
む
と
も
み
え
風
ざ
り
け
り
。
か
や
う
に
か
せ
わ
ろ
く
吹
島
吹
ふ
き
て
。
か
の
し
ま
へ
そ
ふ
き
上あ
げ
け
る
。
と
や
せ
ん
か
く
や
せ
ん
思　’
と
お
も
ひ
わ
つ
ら
ひ
け
れ
と
も
舟
上
か
ひ
も
な
く
ふ
ね
よ
り
あ
か
り
。
法
師
寸
ぼ
う
し
は
サ
」
見
〜
か
し
こ
と
み
め
く
れ
ば
五
三
一
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（
第
八
五 　丁
図
）
裏
「
御
曹
子
島
渡
』
第
七
図
　
千
島
の
都
に
着
き、
大
王
の
内
裏
で、
御
曹
子
が、
阿
防
羅
刹
の
鬼
ど
も
に、
た
い
と
う
丸
と
い
う
笛
を
吹
い
て
聞
か
せ
る
場
面
．
五
四
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九
　
丁
∵
麟
嬲
驫
ひ”h障鬥
巨
羅
9吼
桑
蠹
聖
農
「
睾
日導厄『
ヨこダてし論翠
…
晦
欝
尉
罫
託
瀞
皿喰（
欄
覊
離
鞍
潔・応
 
饕
轟
じ
難
難
勲
灘ゆ
驪閏
　
…
蟹
灘
鑾
覊
韈
辮
飜
購
灘
灘
難
継
雛
雛
購
麟
灘
蘓
難
難・
繚
難
攤
黐
瀬
欝
鎌
雛
鯔
覊
飜
蠣〃
鱶
覊
飜
　
ゴまマ
　う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驪
蠶
糶
鸚
糶
攤
糶
糶
難
覊
鑞
飜
飜
灘
「
｝
す
ん
ほ
う
し
』
建旧
郵
擁
器
冠
熱
轟
疑 
脳
灘圃、噛
　
　
　
　
　
　
　
鬼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
　
い
つ
く
と
も
な
く
お
に
二
人
来
　
　
　
　
　
　
打
　
出
　
小
槌
り
て
。
一
人
は
う
ち
で
の
こ
づ
　
　
持
　
　
　
　
　
　
　
（
す
）
ち
を
も
ち
。
い
ま
一
人
が
申
や
う
は
。
呑
　
　
　
　
　
房
　
取
　
　
　
　
　
ね
う
の
み
て
あ
の
女
ぼ
う
と
り
候
は
ん
　
（
す
）
口
　
　
　
呑
　
　
　
　
　
目
と
申
。
く
ち
よ
り
の
み
候
へ
は
。
め
の
う
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
　
　
（
す
）
ち
よ
り
出
に
け
り
。
お
に
申
や
う
は
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
こ
れ是
は
く
せ
も
の
か
な
。
く
ち
を
ふ
さ
げ
　
目
　
（
づ）
　
法
師
鬼
ば
め
よ
り
出
る
。
一
寸
ぼ
う
し
は
お
　
　
呑
　
　
　
　
　
目
　
　
出
に
丶
の
ま
れ
て
は
。
め
よ
り
い
で
〜
飛
　
歩
　
　
　
　
　
　
鬼
と
び
あ
り
き
け
れ
ば
。
お
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
お
ち
を
の
丶
き
て
。
是
は
た
ゴ
も
　
　
　
　
　
　
　
地
獄
の
な
ら
ず
。
た
ゴ
ち
ご
く
に
乱
　
　
　
出
　
来
　
　
　
　
　
逃
ら
ん
こ
そ
い
で
き
た
れ
。
た
ゴ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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九
丁
裏
灘靉 韆 霾
登
鞭
｛
　　  　　声
　　顛　 羹
誠講 饕
辮，
覊・・覊翻遭　巾巨E　　thS
　 避 譲応
鑼
ぽ影
齷
藤 糶
　 　 　 　 鍔
　　　韆
鰻 鑼 鐵罐
騨鑞
轗
　in 璧
纛
，望
Ψ昭
韈
　　　、騨 壽
　　　 窪黙
　　　 麗
tt
　sugl
騨
難
覊
帯口
嬲
霙
羈
鏃鑼
葺
鑞
鸚翻
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2tt
　　　　　　　　　　　　　　　　　覊
　　　　　　　　蘿　　　灘 簸
灘
講灘 臻 、
韈、
鮎hT虫
懸
　 灘
灘
鬻饑
9
曲泳　／t
　 j，
瞳
譲
腿 k’1
9
濤
。鑞
／
’
i
…
霊
t
　゜確
遭
鐸
籬 舜輔
F
遜 蘯　帽　阿
愨
讖
韈
灘
鑞韈
灘
驫
　
　
　
　
　
　
　
　
蟶
ー
韆
驤
驪
鑼
灘
　　　鏤
驪
羈覊
繊
1
糶
鰄
轟驫　　　　　讖
韈
灘醗
戀
灘
懇
覊
鑞
　
　
鯲
尸
＝
口
打
五
六
出
け
よ
と
い
ふ
ま
丶
に
。
う
ち
で
の
小
槌
杖
何
こ
づ
ち
つ
え
し
も
つ
。
な
に
に
い楽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
て
た
る
ま
で
う
ち
捨
て
。
浄
土
乾
極ご
く
ら
く
じ
や
う
ど
の
い
ぬ
ゐ
の
。
い
か
暗
所
に
も
く
ら
き
と
こ
ろ
へ
。
や
う
逃
や
う
に
げ
に
け
り
。
さ
て
一
　
　
師
　
　
　
　
見
　
　
　
　
　
　
こ
れ
う
し
は
是
を
み
て
。
打
寸1
ぼ 法出
ま
つ
う
ち
で
　
　
小
槌
　
　
濫
　
妨
の
こ
づ
ち
を
ら
ん
ぼ
う
し
。
大
わ
れ
く
が
せ
い
を
お
ほ
き
に
な
れ
と
そ
。
ど
う
と
う
ち
候
へ
は
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十
丁
裏
冨
嚢
．
舞
瓣
ぎコ
ボ
キ
霧
騒
ら　とモ　ト
ピ」げ
揖
撃
；
順抵
嬰
蝓
難
蕪
囎
輪
彎
欝
講
舞
鰲
蘿
灘
蹶
禹
麟
謬
瓣
纖
難
讖
灘
’「广遭
ナ肖
了
俘日義
尸丐訂
宇
貯”h「
肖
『定的鳳
挿
認Pき
舘
藏
瀬 i甲
鰻
曝 凱
避蠶
ぬ 虻
灘
舞酬
灘
瀧 露
難
湊毘匸卜羅，彦
濺 匸」｛
　」　匸「阿　尸　 匸「’」丁　肖コ／t匸「
灘 鞍垂
麟　　巨
話篝穿
奪舞
齢
轢聡 ご…
難 1
灘
灘繖
灘
篝
毳
鑞 韆
・
羲
袈
礬
驂
鰄
鑞
響
鏃
愚
溺
騰
羅
襪
讃
翼
譲
蹴
維
蕣｝阨
L
霧
蘿
聯
鎌
糶
　
　
　
｛
圧
　
　
》兀
男
　
覧
「’．iB
豊
　
　
　
疹典
声
　
し
ぼう
言
・
覊
新
囎
鞭
め
毒
ゴ
チ
彫7
澎・
葺
喉
謹」
塾 釀‘ご
灘
1 鱈
　　　　　綿
　　　　　　翠
鑽
鑒、
奪
難
靆
籤
艦
げ
广
itt
慧
廴談寰
紳　　’　巨
蒲鑰蘿蠡
鸚　遭　肖
声tth　物劇ヒ
韓
，
」ガ概
職 ・F・百
繰
3hqT 　匸
醗 鵜
　，鸞 弼』
飜
1　 咢　匸　　　F
総
t 葉
覊
鸚
P
的霹
爨
鑿
護
tli
醸欝
熟…郵
て
彗
9
鑞劈　ヒ
罰
畷
　籌
，
　　　　　　虻
　　　　　　齢
韆バ
耳　 弔
in 織
1鐸
毒
獵
　触
海
ぎ
辮
轢
覊
　　譱
睡
靈
言
窪
軒鮒
．
咤
蠶
騨癬轟
夢巨
篝
壇穿
璧。
5
濫
鑼
、
霎
澗
　け
タさエビ霾萼
　
罪
蠡
　
畫苗
篝
再糶　鱗灘懿
鑼
韈
懇 纏難鑞驪
韆
韈
靉
鑞
攤
鯲
．
ヒ
五
八
　
　
　
　
　
　
　
　
大
ほ
ど程
な
く
せ
い
お
ほ
き
に
な
り
。
程
　
疲
さ
て
此
ほ
ど
つ
か
れ
に
の
ぞ
み
た
飯
る
こ
と
な
れ
ば
。
ま
づ
く
め
し
を
出
う
ち
い
だ
し
。
い
か
に
も
う
ま
さ
う
飯
出
な
る
め
し
。
い
つ
く
と
も
な
く
い
で
不
思
議
に
け
り
。
ふ
し
ぎ
な
る
し
あ
は
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
が
ね
と
な
り
に
け
り
。
そ
の
丶
ち
金
銀
出
姫
　
君
し
ろ
か
ね
う
ち
い
だ
し
。
ひ
め
ぎ
み
都
上
条
と
も
に
み
や
こ
へ
の
ぼ
り
。
五
で
う
宿
あ
た
り
に
や
ど
を
と
り
。
十
日
ば
か
り
あ
り
け
る
か
一 165一
erVloelbra y工工一
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
『
す
ん
ほ
う
し
」
（
第
七
図
）
十
一
丁
表
ビ
　一
帥 『甜“ 輙胤燃皿 四臨
b　ら
嚇 凱 撫 。輪
　　　　　　　 
ww −seq 仲L 　蝋酬　ヰ
し「 　 　 　 3　 　　 　　 　 　　 　　 “
ビ、k
’
　縁聾嵐 蓬 鈩
P 聾 い
i　el
塁 E　紅　气卩宣　 　”、翫 ジH
「収
冨
即　『、
鴇
ぐ出
貯虞刀　尉
獄副け塁贋｝
ら　売
ゴ昂　ぽ俘
　 v　 　両k5両　 　 臣牽e　ρ　mu　　　’」　　　　譚　　　『脚
sJ め葛　 穿　 P　 　s
五
九
　
大
王
の
使
の
ゑ
し
や
き
が、
い
る
御
曹
子
を
見
と
ど
け
て
面
。
広
庭
に
帰
る
場
『
御
曹
子
島
渡
』
第
九
図
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十
　
丁
裏
鱒
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
隠
　
　
　
　
　
内
　
裏
こ
の
と
と
此
事
か
く
れ
な
け
れ
ば
。
た
い
り
に
　
　
　
　
　
　
急
き
こ
し
め
さ
れ
て
。
い
そ
ぎ
一
法
　
師
　
石
寸
ぼ
う
し
を
ぞ
め
さ
れ
け
り
。
す
　
　
参
　
内
　
　
　
　
　
大
な
は
ち
さ
ん
だ
い
つ
か
ま
つ
り
。
た
　
王
　
覧
い
お
う
御
ら
ん
じ
て
。
ま
こ
と
に
い
つ
　
　
童
　
　
　
侍
く
し
き
わ
ら
は
に
て
は
ん
べ
る
。
い
か
さ
ま
こ
れ
は
い
や
し
か
ら
ず
。
先
　
祖
　
尋
せ
ん
ぞ
を
た
つ
ね
給
ふ
。
お
う
ち
は
堀
　
河
　
　
　
中
　
納
言
　
　
　
（
す
）
ほ
り
か
は
の
ち
う
な
ご
ん
と
申
人
　
　
　
　
　
讒
　
言
　
こ
の
子
な
リ
。
人
の
ざ
ん
げ
ん
に
よ
　
流
　
　
　
　
給
　
　
田
　
　
　
　
　
　
な
り
り
。
な
が
さ
れ
人
と
成
た
ま
ふ
。
ゐ
舎　
　
　
　
　
　
こ
な
か
に
て
ま
う
け
し
子
な
り
。
う
　
　
伏
　
見
　
少
　
将
ば
は
。
ふ
し
み
の
せ
う
し
や
う
と
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十
二
丁
表
」
爨讖飜纖
韈1鑢轟糶鏤鑿灘鏤韈1韆轗韈
盞
羈
申
鑼
　　黙難
餐 蒡
騨
麗
蠶覊攤
　　　　　　　　 醒 誹
　　　　縹
難
　　　　　　　　　　舞
。灘
籌
韈，
1葬覊
獺・
灘 綴黙
鵜
好哥’
義
　
難
糶
灘
尉
韃 鑼
声
　 逅
…
戀
鷹 鱸
灘灘
誕
鬣
灘
騨
鱇
麟　　　ゆ
騾一欝
　　　　　妻
　　　無 　l
　 　 u匸　 　　　 ttち 　　’
鸚
’
　　、迄　　 灘
叢嘱 整
　 　 　 　 弼　 　 蹲
t　 罫　’　　　　占　 tぴ
　 ES　 　 　 璧
響　灘
欝
轟
載懿
鑞
馨
鐵
灘
覊
鑼
飜
韈
「一
す
ん
ほ
う
し
」
灘
黷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
臻
　
　
　
　
　
　
　
　
覊
吉 実竃
ち 父 の
s 　 こ 子
は 母 な
丶 　 り
に 　お 幼
を 後 さ
く 　 な
れ 　 き
玉 　 と 時
ひ 　 き
0
め
で
た
け
れ
o
せ 少 て 殿 か
う 　 ん 　や
し 将 じ 上 う
や
‘
や
う 　 う
に 　 へ
に
心
も
ち 父 な 　 め 召 い
し
は 母 玉
x
を
も
嚇
ふ
こ
そ
さ
れ
o
や
し
か
ほ 堀 ら
り 　 ざ
か 河 れ
は 　 ば
の 　 Q
ま
い
ら
せ
。
も
て
な
し
か
し
づ
き
給
ふ
事
よ
の
つ
ね
に
て
は
な
か
り
↓
丿
り
‘
六一
、
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十
二
丁
裏
「
六
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
　
将
　
　
殿
　
　
中
　
　
　
　
　
ほ
ど
さ
る
程
に
せ
う
し
や
う
ど
の
。
ち
、
納
言
う
な
ご
ん
に
な
り
玉
ふ
。
こ
丶
ろ
か
た
ち
は
じ
め
よ
り
。
よ
う
つ
人
弓尸
に
す
ぐ
れ
給
へ
ば
。
御
一
も
ん
の
わ 若 そ 　 よ 喜 る
か 　 の 　 ろ
o
お
ぼ
ぎ 君 s 後 こ 　 さ 宰 え
み ち 1び
　 　 玉
　 　 ひ
　 　 け
　 　 る
い 　 い
し 相 み
や 　 し
う 　 く
ど 殿 お
の
き
こ
し
め
し
Q
ぼ
し
け
三
人
い
で
き
↓
丿
り
‘め
で
た
く．
栄さ
か
へ
玉
ひ
け
り
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『一
す
ん
ほ
う
し
』
（
第
八
図
）
十
nt
丁
表
冖L
ノ 丶
　
阿
防
羅
刹
の
鬼
ど
も
が、
て
ん
く
は
ん
の
棒
に、
ぶ
す
の
矢
を
は
め
て、
浮
履
と
い
う
馬
な
ど
に
乗
っ
て、
御
曹
子
を
追
い
か
け
て
塩
の
山
に
行
き
あ
た
る
場
面。
『
御
曹
子
島
渡
』
第
ー
四
図
一 160一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
十
三
丁
裏
、宇
　
　
響
　
謄
濫
　
i串葺‘
糶
営
　
獰 ｛，、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哮
　
。
　
　
浮
5
眠
驟
鱗
　
　
B
瑟
　
・
　
轟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
寸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐
　
　
　ロ
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヒ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
ら
　
が
鑿
瀲 、
・
。
　
．・
顳
轟
翼
鑞
　
黻
　
　
　
、
　
　
遭
　
妻
懸
おこ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ロ
　
　
　
　
　
こ
　マ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヂ鑞
鸚
難韈
六
四
住
　
吉
　
　
　
誓
　
　
　
末
す
み
よ
し
の
御
ち
か
ひ
に
す，
　
繁
　
昌
　
　
　
栄
　
　
給
ゑ
は
ん
じ
や
う
に
さ
か
へ
た
ま
ふ
。
世よ
の
め
で
た
き
た
め
し
こ
れ
に
過す
ぎ
ざ
る
こ
と
は
よ
も
あ
ら
じ
と
そ
申
し
は
ん
べ
り
け
る
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